Kinichiro TANI and the Paris Exhibition of 1878 by 岩壁 義光
<資料紹介> 谷謹一郎と巴里万国博覧会 : 谷謹一郎
巴里万博日記
著者 岩壁 義光
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 37
ページ 55-86
発行年 1985-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/10292
第三回。ヘリ万国岬覧会は、明沿一一年（一八七八）五月一日か
ら
同
年
一
一
月
一
○
日
（
当
初
の
予
定
で
は
一
○
月
三
一
日
）
ま
で
の
一
九
四
日
間
、
．
く
り
西
北
セ
ー
ヌ
河
南
津
の
シ
ャ
ン
ド
・
マ
ル
ス
と
北
岸
の
ト
ロ
ヵデロの両地を会場として、三六ヵ国五一一一、六一一一五人の出品者と、
（１）
延べ一六、○一一一二、七二五人の見学者を得て開催された。
日本の万博参加は、慶応三年（一八六七）第二回．くり万国博覧
八
資
料
紹
介
Ｖ
「
谷
謹
一
郎
と
巴
型
万
国
博
覧
会
」
（
岩
壁
）
Ｕ
次
一
、
は
じ
め
に
二
、
谷
遡
一
郎
略
伝
三
、
『
谷
謹
一
郎
巴
型
万
仲
川
紀
』
と
谷
の
西
欧
評
㈹
『
谷
謹
一
郎
巳
型
万
博
日
記
』
に
つ
い
て
口
谷
謹
一
郎
と
西
欧
評
四
、
結
び
に
か
え
て
八
資
料
Ｖ
『
谷
瀧
一
郎
巳
Ⅲ
万
博
日
記
』
『
は
じ
め
に
「谷謹一郎と巴型万国博覧会」
八
資
料
Ｖ
『
谷
謹
一
郎
巴
型
万
博
ｕ
組
』
会
に
徳
川
儲
府
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
招
誹
を
受
け
水
戸
藩
主
徳
川
齊
昭
の
第十八子昭八以下二六人を派遣したのに始まるが、明治政府とし『
て
は
明
沿
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
参
向
を
も
っ
て
噛
矢
と
さ
れ
、
こ
の度のパリ万博への参同は同六年のイギリス経常博覧会、同八年
のメルボルン万国博覧会、翌九年のフィラデルフィア米国独立百
年記念万国博覧会に続くものであり、国内的にも同一○年に東一凧
・上野公園で開催された第一回内国勧業博覧会の余韻を引く参加
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
参
同
規
模
は
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
ず、参同経費からゑてもウィーン万博の五七万三千円余、フィラ
（２）
デ
ル
フ
ィ
ァ
方
陣
の
二
九
万
円
余
に
対
し
て
一
八
万
円
余
で
あ
り
、
｜
、
九
八九平方メートルシャンド・マルス会場と四○平方メートルと
（３）
「頗ル狭隙」であったトロヵデロ〈云場とに陳列された出品につい
てゑても、。くり万博出品者二六二人の出品した四五、一一一一六点の
出品物のなかには、前年の「内国勧業博覧会へ排列セシ物品ヲ以
（４）
テ
之
ヲ
出
陳
」
し
た
例
も
少
な
か
ら
ざ
る
数
に
上
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こうした背景には、参加準備期にあたる明治一○年が維新後最
岩
壁
義
光五五
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大の士族反乱であった西南戦争に終始し政治的にも経済的にも極
め
て
困
難
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
同
年
四
月
に
勃
発
し
た露士戦争の成り行き次第では仏国の参戦の可能性も否定しきれ
ず開催自体にも若干の懸念があるといった外的要因も加わって、
日
本
の
万
博
準
備
は
遅
戈
と
し
て
進
展
を
象
な
か
っ
た
。
このような困難な状況のもとで準備され参加した万博の全容は
今日あまり知られていない。その理由のひとつとして利用し得る
資
料
の
質
量
両
面
の
限
界
性
を
指
摘
で
き
る
。
例えば万博の全容を知る上で不可欠な資料として博覧会事務川
編輯の報告書がある。しかし先述したように困難な国内問題を抱
え
て
の
万
博
参
加
は
経
費
面
で
非
常
に
多
く
の
制
約
を
課
し
、
報
告
書
に
関
しても従来は質量ともに豊富であったのに対し、本万博報告書は
「本省経費金格別減少随テ事務官モ人数少ナキーー付加此編述多項
一一渉リ候テハ却テ完全ヲ得サルノ掛念有之侯間今回編述順序〈該
会開設ノ趣意ヲ起源トシ閉会二至ルマテノ駄況ヲ綱領ト為シ所謂
（Ｆｊ）
首尾一貫敢テ他岐二渉ラス細獅列叙候事」に決定され、従来の報
告書を一面で特徴付けていた見聞録的性格は極度に抑えられる給
果となった。このため報告書自体は簡潔化ざれ編輯物としての性
（６）
格が色濃くなったものの、博覧会参加に至る事情や開催中の事務
局
の
活
動
、
と
り
わ
け
博
覧
会
に
関
与
し
た
人
戈
の
該
地
に
お
け
る
活
動
が
公にされず、博覧会参加によって与えられた直接間接の日本への
（７）
影響を知る上で多くの研究課題が残されることとなった。
一方、史的事実の解明に欠くことの出来ない個人資料も少な
（８）
（９）
く、「侯爵松方正義卿実記」や。別田正名自叙伝」たどのほか、関
法
政
史
学
第
三
十
七
号
係者の伝記に若干の記載を承るの承で、こうしたことが明治一一
年の．くり万博研究の進展を大きく遅らせていたことは否めない。
以上からみて、ここに紹介する谷謹一郎の欧州滞在日記と付属
の資料は、量的には短いながらも従来知ることの出来なかった仏
国
に
お
け
る
博
覧
会
事
務
局
周
辺
の
人
女
の
動
向
や
大
蔵
省
造
幣
寮
の
一
官
吏
で
あ
っ
た
行
の
Ⅱ
か
ら
ゑ
た
欧
州
事
怖
な
ど
見
る
べ
き
も
の
は
少
な
く
な
い。
二
、
谷
謹
一
郎
略
伝
（、）
谷謹一郎は豊後国佐伯藩士谷永詐の長男として嘉永二年（一八
ひ
じ
ゃ
四九）八月一一一二日に誕生したが、谷家はもともと泥谷姓であった
も
の
を
東
京
に
出
て
か
ら
改
姓
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
に
従
え
ば
正
確
に
は泥谷永鮓の長男と呼ぶべきであろう。号は朝軒と称したが、こ
れ
と
は
別
に
空
谷
山
人
、
簾
邸
等
の
号
も
用
い
て
い
た
。
ま
た
父
永
詐
は
岡
川県大書記荷を勤めた人物であった。
学問は幼くして漢学者広瀬淡窓の弟子秋月橘門に師事、父の師
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
永
昨
と
共
に
学
ん
だ
よ
う
で
、
漢
学
は
勿
論
の
こ
と
詩を鋒くし書も巧永であったという。明治二年東京に上り、文明
開化の潮流のなかで英書の研究を志して慶応義塾に入塾、二年余
の
問
編
沢
諭
吉
に
就
い
て
学
ん
だ
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
後
日
財
界
人
と
なる彼の素地が築かれたのであろう。
明治六年大蔵省に出仕、翌七年の官員録によれば造幣寮出仕と
（Ⅱ）
して月給四五円の官吏となっている。因承に当時の大蔵省は大蔵
卿大隈重信の下にいわゆる大限財政を展開し始める時期であり、
五
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明治二年の．くり万博に谷が随行することとなる松方正義も当時
三等出仕であり和税頭を勤める時代であった。
そ
の
後
も
谷
は
引
き
続
き
造
幣
寮
に
出
仕
し
、
明
治
一
○
年
に
は
造
幣
寮
三等属に昇進する一方、私的には谷家の家督を相続している。さ
ら
に
同
年
一
○
月
二
三
日
に
は
今
回
の
資
料
紹
介
と
な
っ
た
日
記
の
「
仏
国
（皿
博覧会事務取扱」として仏国派遣が決定されている。ただ問題な
のは今回の派遣に関してなぜ多くの大蔵官吏のなかから谷が選ば
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
後
日
関
係
が
極
め
て
密
接
と
な
る
仏
国
博
覧会副総裁（のち事務官長兼務）松方正義が何らかの関与をした
のかということである。しかし、この点については筆者の努力不
（週）
足しあって現段階では明らかにすることはできない。
さ
て
、
明
治
一
二
年
仏
国
よ
り
帰
国
後
大
蔵
省
に
出
仕
し
て
い
た
が
、
同
一四年再び欧州への視察旅行へ出発し、帰途清国に立寄って要地
を巡遊、翌一五年に帰朝している。これと前後して彼の大蔵省内
に於ける地位も次第に安定したものとなり、明淵一九年三月九日
（Ｍ」
には内閣制度実施後初の蔵相となった松方正義の秘書官に任じ、
名実共に松方の手足となって活動することとなった。
その後大蔵省を辞し、明治二六年七月日本生命保険会社に関係
（舵）
して相談役に就任、翌二七年一月から同三○年五月まで取締役、
次いで東京支店長を勤め、のち大阪に転じて共同銀行蚊取など要
職を歴任した。さらに明治三○年六月一九日特殊銀行として日本
勧業銀行が創設されるに際して「地租の神様」と称された有尾敬
砿（大蔵満主税向）や片山遠平（元農商務省官吏）などと理事に
（咄）
就任している。周知のように同銀行は農工業の改良発展のための
「谷諏一郎と巴型万国博覧会」（岩壁）
資
金
供
給
を
目
的
と
し
て
お
り
、
不
動
産
抵
当
に
よ
る
年
賦
貸
付
や
定
期
貸
付
お
よ
び
公
共
団
体
へ
の
無
抵
当
貸
付
を
行
わ
ん
と
す
る
松
方
正
義
の
構
想
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
設
立
委
員
を
含
め
役
員
人
事
に
は
首
相
兼
蔵
相
で
あ
っ
た
松
方
の
意
思
が
色
濃
く
現
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
谷
は
こ
の理事を明治一一一三年六月一八日まで勤め、ついで翌一九日より六
（Ⅳ）
六才で病死する大正三年（一九一四）一一月八日までの期間、監〉
査
役
と
し
て
活
動
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
間
、
常
十
製
紙
会
社
取
締
役
、
川
崎
造
船
所
取
締
役
を
歴
任
す
る
一
方
、
明
治
四
三
年
松
方
家
が
中
心
と
な
っ
て
創
設
計
画
を
進
め
た
東
海
生命相互保険会社の社長に就くなど、終生松方と親密な関係にあ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
が
先
述
し
た
よ
う
に
何
時
頃
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
谷
の
日
記
に
も
「
曇
キ
ー
一
余
力
東
京
ヲ發シテ以來、常二公二陪臆セリ。故一一公ノ説ク所卜公ノ論スル
所ト常二能ク耳庇二充蛎ス」と語っているように、この．くり万博
に同行したことが谷をして松方へ急速に接近せしめる結果を導い
たとも考えられ、また松方にしても大蔵官僚として成長しつつあ一
つ
た
こ
の
時
期
に
初
め
て
の
海
外
経
験
を
共
に
し
た
谷
に
対
す
る
親
し
ゑ
も
あったと考えられ、いずれにせよ後日の松方と谷との関係をふる
上
で
明
治
二
年
の
。
く
り
万
博
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
う
余
地
（旧）
がない。三、
『
谷
謹
一
郎
巴
里
万
博
日
記
』
と
谷
の
西
欧
評
Ⅲ
『
谷
諦
一
郎
巴
型
万
博
日
記
』
に
つ
い
て
五
七
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『谷謹一郎巴皿万博日記』は柵在日記として便宜的に総括した
標題を付したが、内容的には日記史料と仏国博覧会事務官長カーブ
（旧）
ンシ氏関係史料とから構成され、両者とも無表紙無外題である。
前者の日記史料は内容的に「巴里ノ部」「竜動ノ部」「白耳義
・和蘭ノ部」の三部から成っており、いずれも「少有窩」片面一
二行罫紙に墨書きされ、多くの添削が施されている。
「巴里ノ部」は一一一月三○日から四月一一一日までの日記で、三○・
三一両日の．ハリ見物が中心記事である。松方副総裁以下博覧会事
務局渡仏組のほとんどは三月二九日。くりに到着し、日記によれば
この日より三日間休暇とあるからこの見物はその間の出来事とな
る。三屯動ノ部」と「白耳義・和蘭ノ部」は、八月に入り博覧会も
開期半を過ぎて繁忙を極めた事務処理も一段落するなかで松方と
谷
は
九
月
末
ま
で
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
の各国を巡遊するが、この間に書き残した一部がこの旅行日記で
ある。、）
「竜動ノ部」は渡災していた副総裁の命令でロンドンに波った
八月二日から．くりに帰る五日までの日記で、本史料中唯一の表題
である「龍動記」が付されている。
この「竜動ノ部」は、松方らが渡英中親交を結んだ来日経験者
や知日家との接触記事が中心であるが、谷が渡英する直前まで訪
英していた日本海軍軍艦清輝の記載もふられる。軍艦清輝は「実
地研究之為メ凡十ヶ月間之見込ヲ以テ欧羅巴江回航」していたも
ので、碇泊した各国の港のいくつかで公開されていたが、特に英
法
政
史
学
第
三
十
七
号
国では今後の日英関係を考慮した上野景範公使の保薦によりテー
ムズ河を糊り公開され、該国人の話題を捜った。この時期、万博
の糸ならず多面的な外交が展開されていたことが知られる。
「口耳義・和蘭ノ部」は、八月二日から一九日までの本史料
中
最
も
長
い
日
記
部
分
で
あ
る
。
行は松方、アレキサンダー・シーポルトと共にブリュッセル、
ア
ン
ベ
ル
ス
、
リ
ー
ス
、
そ
し
て
ハ
ー
グ
、
ス
ヶ
ー
ブ
ニ
ン
グ
を
巡
っ
て
い
るが、特にアンベルス市内見学に同行したベルギー人Ｊ・マンと
の接触には注目したい。
日記にもあるようにマンは前田正名の友人であり、日本の直輸
出を支排していたが、この点直輸出を積極的に展開せしめんとし
（Ⅲ）
て一一一井物産会社のパリ支店開設に深く関与した松方との交流は、
前田の仲介があったとはいえ以後の相互理解を深める上で大きく
貢献したと考えられ興味深い。現に明治一五年マンは大蔵卿であ一
（皿）
っ尤松方宛に『和欧貿易意見』を提出して直輸出論を展開してい
る。仏国陣覧（雪事務育長カランッ氏関係史料は、同氏を紹介した
「仏国事務向長カランッ氏略歴」と松方副総裁の要求に応じ日本
に於ける鉄道施設に関してのカランッ氏の意見を松方との対談と
してまとめた「カランッ氏日本鉄道施設論」とから成る。
「仏国事務官長カランッ氏略歴」にほぼ同氏の人となりは言い
尺されているが、ここでは英国紙に。くり万博関係記事の一部とし
て掲載された彼の略歴を肖像画は省くが紹介しておく。
目ケのケの＆。｛弓の田円のロｇｏｏぐの円目の貝○○日目〕のの］ｏｐｏＨ弓の
五八
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宮口ロ潟①白の貝。｛ｓの向〆宣す三○口］の三・房田口亘三ケ○ｍの己ｏＨｐｍ】（
ケのＨ①、円のの【⑩＆の①］の⑰。｛○日円のＰｑのＨ⑪・西の厨ロロ①ロニロの貝Ｑご）｝
のロ、Ｂ①①Ｈ・コケｏ尹国唾【国冒の」日昏の同○○一①勺。｝胃の◎ず巳＠口の。ｐｐＱ
Ｓ①、行。｝のＱの印囿○日、の【○ケ口巨の⑰の①ｍ・ロケ○日｛。Ｈ［】】①日⑪回、。．シの
Ｃ豆①馬のロ、旨ののＨｏｍｓのＯＢロ」○のロロ巳閃巴一コ②］。【同国口Ｃの〕ずの
ｍＢｐ＆口巨、ケのＱの貝蔑Ｃ目」己Ｈｏ｛の⑰の旨巳Ｈの己員Ｐ［〕○口・西のゴ国の
①門口己一○］の」【。」の巴ｍｐｐｐｇｍＰ己のＨ］ロ（のロ」［ずのＣｏｐの｛門口○斤】○口。｛（ずの
団択宣す三○口旧巳ロ、①。｛〕、⑦『》冒凹ＲｏＨｑｐｐｎの夛三ケ回己百口｛○円岳の
。］囚の凶かｎ口ご○ロロロロロ］ぐ】の〕○口。【芹のｎｏ目（の口（の》ニョケ〕Ｃケヨ『、⑫、のロの門口｝｝】
呂官・『＆・のごＣの届①函二・【Ｈ目旨冨、す①のロ日ＰＳｏｏ２ｐａ菖昏
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「
谷
謹
一
郎
と
巳
里
万
国
博
覧
会
」
（
岩
壁
）
桴］⑪）「カランッ氏日本鉄道施設論」は、若干の語句上の相違（例え
ば「鋏路ノ憲法」↓「鉄道法案」）はあるが「侯爵松方正義
卿実
記」巻七にほぼ全文が収録されている。しかし両史料を参照すれ
ば分かるように前者は松方副総裁の「・…：拙者滞留中今一度〈是
非共御而會致シ……」で会見を終えていることになっているが、
後者には短い続きの部分があるので次にあげておきたい。
三度目の会見を松方から申し入れられたカランッは、自からの
高齢を理、に「再会期シ雛シ」として話題を対清対露政策に転
じ、「貴国〈支那ト隣接ス而シテ支那〈大国一一シテ四億ノ人ロヲ
有シ肚界一一於テ申分ナキ地利的位置ヲ占ム殊二其民性〈倹約ヲ主
ト
シ
テ
勤
勉
ナ
リ
若
シ
豪
傑
ニ
シ
テ
輩
出
セ
ン
ヵ
如
何
ナ
ル
大
事
業
ヲ
成
サ
ンモ知ルヘヵラス故二対支政策一一関シテハ今日ヨリ宜シク御熟考
ア
ル
ヘ
ク
Ⅲ
又
露
国
〈
領
土
ノ
拡
張
ノ
ミ
一
一
汲
々
タ
ル
ヲ
以
テ
決
シ
テ
油
断
（”）
ア
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
」
と
紬
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
ア
ジ
ア
の
小
国
日
本
の
将
来
を
案
じ
て
の
忠
告
で
あ
る
と
同
時
に
、
欧
州
知
識
人
の
日
本
観
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
②
谷
識
一
郎
と
西
欧
評
最後にパリ万博を契機に欧州各地を巡歴した谷の各国評と
、そ
こ
か
ら
浮
び
上
っ
て
く
る
谷
の
人
物
像
に
つ
い
て
考
え
て
ふ
た
い
。
谷
が
初
め
て
経
験
し
た
欧
州
の
う
ち
、
最
初
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
の
は西欧文明の中心とも言うべき．くりであった。彼自身「真に是れ
（型）
肚
界
の
楽
園
」
と
評
し
た
パ
リ
に
あ
っ
て
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
の
繁
華
た
こ
と
に
は
特
に
驚
嘆
し
た
ら
し
く
、
日
記
に
も
「
外
国
行
旅
ノ
客
一
タ
ヒ
此
地
五九
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ヲ過クレハ皆眩且落謄セサルノ人無シト……（略）・・・…几ソ一成
ママ
ノ内極寒凍雪ノ時二非サルョリハ、府下ノ人廻員賤無ク貧富無ク、
老
若
男
女
間
遊
散
歩
、
肩
摩
雑
沓
、
申
馬
絡
緤
織
ル
ヵ
如
シ
・
日
曜
安
息
ノ
日ノ如キハ車馬ノ聲萬雷地一一轟キ、深更一一至ツテⅢマス」と記し
て
い
る
。
文
明
開
化
未
だ
日
浅
い
日
本
か
ら
渡
航
し
て
き
た
谷
が
、
「
行
漉
日
々
伽
筆
去
観
光
一
部
木
成
書
」
と
．
ヘ
リ
見
物
の
印
象
を
「
巴
皿
府
雑
（お）
詩
」
と
し
て
漢
詩
に
歌
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
の
彼
の
印
象
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
谷
は
咲
き
誇
る
。
く
り
の
文
明
が
容
易
に
打
ち
建
て
ら
れ
守
ら
れ
て
来
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ベ
ル
ス
城
郭
見
物
の
際
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
が
、
文
明
は
そ
の
国
民
の
不
断
な
る
防
衛
努
力
、
す
な
わ
ち
「
周
囲
ノ
城
砦
ト
十
六
所
ノ
砲
徹
」
を
設
け
多
く
の
血
を
代
償
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
間
接
的
な
が
ら
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
犬旨らに、谷はこうした。くりの姿を東京に投影して次のように述
べている。東京は「萬國交通」時代の適地として「堂々ダル大都
一一シテ帝王ノ都スル所」であるが、「堅砦無ク、敵ヲ禦クノ独磁」
も
無
い
。
こ
の
よ
う
な
無
防
倣
に
近
い
な
か
で
「
長
ク
帝
王
ノ
都
タ
ラ
シ
メ
ハ、則チ宜シク強堅砦ヲ作り以テ不虞ノ痩一一伽」えるように防衛
面の充実を図るか、または「取然帝都ヲ遷シ、東京ニハ単一一政府
ヲ
置
キ
以
テ
貿
易
交
際
ヲ
行
フ
ノ
都
府
ク
ル
ー
一
過
キ
サ
ラ
シ
ム
ル
」
し
か
ない。しかし日本の現状から考えて後者の遷都論を選択せざる得
ないと結論付けるのである。この主張は「遷都ノ事卿力鄙見アリ
ト雌トモ今愛一一陳セス」としてそれ以上の展開がなされなかった
のは残念なことだが、防衛機能を満足に持たなければ「帝都」と
法
政
史
学
第
三
十
七
号
し
て
の
資
格
を
有
し
な
い
と
す
る
彼
の
考
え
方
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
軍
備
の
脆
弱
な
国
家
は
独
立
を
保
ち
得
な
い
と
す
る
当
時
の
国
防
意
識
に
通
じ
ると考えられる。
次
に
日
記
の
舞
台
と
な
る
英
国
に
つ
い
て
、
谷
は
各
地
を
巡
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
記
載
は
少
な
い
。
そ
の
な
か
で
日
を
引
く
の
は
「
ソ
ー
ス
ケ
ン
シ
ン
グ
ト
ン
」
博
物
館
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
椰
物
館
は
岩
倉
使
節
の
『
米
（恥）
欧
仙
職
実
記
』
に
も
「
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
」
の
岬
物
館
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
谷
は
ｎ
か
ら
が
万
博
の
事
務
取
扱
と
し
て
渡
欧
し
て
い
る
こ
と
も
あ
》
っ
て
か
ロ
ン
ド
ン
万
博
を
機
に
建
設
さ
れ
た
同
館
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
る
。
な
か
で
も
彼
が
特
に
留
意
し
た
の
は
、
こ
の
館
が
「
技
藝
學
術
ヲ
進
歩
セ
シ
ム
ル
」
専
門
技
術
の
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
品
質
向
上
を
含
め
た
技
術
発
展
へ
の
不
断
な
努
力
に
よ
っ
て
、
英
国
が
世
界
の
（〃）
工
場
と
し
て
資
本
主
義
の
一
等
国
な
り
得
た
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
谷
は
工
業
国
英
国
の
強
大
さ
を
ゑ
る
一
方
で
、
資
本
主
義
の
影
（羽）
の
部
分
を
も
見
逃
が
し
て
は
い
な
い
。
二
脳
動
府
雑
詩
」
と
題
す
る
漢
詩
は
「
強
耐
名
通
天
下
箸
貧
窮
民
比
荷
都
多
」
と
資
本
主
義
の
も
た
ら
す
階
級
的
永
爪
に
つ
い
て
注
意
を
向
け
て
お
り
、
こ
こ
に
航
産
興
業
政
策
を
大
前
提
として工業化を推進する日本の将来に対し危倶を抱く谷の直感と
もいうべきものを感ぜざるを得ない。
白
耳
義
と
和
蘭
に
つ
い
て
は
、
欧
州
生
活
も
か
な
り
慣
れ
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
松
方
に
随
行
し
て
の
巡
行
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
前
の
二
国
と
は
異った欧州観をふせている。
口
耳
義
に
つ
い
て
、
特
に
セ
ァ
ン
村
の
製
鉄
工
場
見
学
で
は
白
耳
義
の
製
鉄生産が「近時英國ニテ外國ノ爲〆鐵道線ノ製鉄大二減少」せし
六○
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め
た
原
因
を
作
っ
た
こ
と
を
知
り
、
鉄
・
石
炭
な
ど
原
料
の
自
給
に
よ
り
小
国
で
も
充
分
工
業
化
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
同
時
に
、
ア
ン
ベ
ル
ス
の
壮
大
な
国
立
銀
行
や
港
湾
施
設
な
ど
の
見
学
か
ら
産
業
・
経
済
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
小
国
で
あ
っ
て
も
欧
州
の
強
国
の
な
か
に
あ
っ
て
活
路
を
開
い
て
い
け
る
と
の
考
え
に
至
っ
た
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
は
こ
う
し
た
産
業
・
経
済
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
社
会
の
平
穏
は
、
白
耳
義
・
和
蘭
に
み
ら
れ
る
国
民
の
節
倹
と
質
朴
と
に
因
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
武
魯
勢
耳
府
」
（羽）
と
題
さ
れ
た
漢
詩
に
「
倹
勤
成
俗
真
王
道
築
鑿
全
工
乃
覇
図
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
谷
は
概
し
て
大
国
で
あ
る
仏
英
両
国
に
比
べ
白
和
両
国
を
節
倹
と
質
朴
の
国
と
し
て
好
感
を
抱
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
節
倹
と
質
朴
こ
そ
正
に
谷
が
属
し
て
い
た
近
世
武
士
階
級
の
恭
本
思
想
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を忘れてはならない。この意味から一一一一口えば、多くの士族同様谷の
思
想
構
造
そ
の
も
の
が
近
世
的
世
界
観
か
ら
充
分
に
脱
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
改
畝
志
向
そ
の
も
の
も
決
し
て
所
謂
近
代
思
想
に
根
差
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
代
天
皇
制
国
家
形
成
期
の
一
官
吏
と
し
て
近
世
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
的
性
格
を
如
実
に
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
一例を挙げれば、谷が非荊に好感を持ったブリュッセルの印象
の
ひ
と
つ
と
し
て
道
路
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「街衝ノ道路太夕廣カラスト雌トモ亦能ク整頓セリ。道路ノ狭陥
ナルハ人ノ往来一一、或〈雑沓ヲ極〆不都合ナルヵ加シト雌トモ、
商寶上一一取りテハ甚夕便利ナルモノナリ」と。これに対し「巴胆
府中ノ如キハ道路頗ル廣キ｜一過キ、來往ノ人〈皆自カラ散歩ノ氣
「
谷
謹
一
郎
と
巴
型
万
国
博
覧
会
」
（
岩
壁
）
象ヲ幣上、物品ノ購求等一一〈自力ラ不便ナルノ勢アリ。我銀座通
改
正
ノ
道
路
美
〈
則
チ
美
ナ
レ
ト
モ
、
梢
巴
里
府
中
卜
観
ヲ
同
フ
」
す
る
と
し
て
、
広
す
ぎ
る
道
路
を
「
商
責
上
」
の
見
地
か
ら
間
接
的
で
は
あ
る
が
批
判している。その一方、。ハリやブリュッセルの鉄道馬車について
は
そ
の
有
益
性
に
鑑
承
、
「
鳩
叩
鐵
道
ノ
卯
キ
之
レ
ヲ
今
日
我
東
京
府
下
一
一
設
ク
ル
ハ
、
又
有
益
ノ
一
一
一
シ
テ
決
シ
テ
猫
豫
ス
可
カ
ラ
ス
」
と
、
東
京
へ
の
鉄
道
鳩
車
施
設
の
急
務
を
説
く
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
東
京
へ
の
鉄
道
胴
中
施
設
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
八
月
横
浜
商
人
高
島
嘉
右
衛
門
と
林
和
一
と
が
連
署
し
て
米
国
製
鉄
道
馬
車
を
導
入
し
、
新
橋
・
浅
草
雷
門
間
と
九
段坂下・両国橋畔間の開設を東京府に上請した際に、「市街狭随
（訓）
な
れ
ば
如
此
誉
業
大
二
危
険
の
虞
」
あ
り
と
し
て
却
下
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
実
際
に
は
鉄
道
馬
車
の
施
設
は
道
路
拡
張
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
である。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
谷
の
都
市
観
は
一
面
で
近
代
商
業
都
市
の
も
つ
機
能
を
充
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
政
治
思
想
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
。
行
は
英
仏
両
国
の
成
し
得
た
近
代
化
が
市
民
革
命
を
通
じ
て
完
成
さ
れ
た
ことを充分に理解していない。例えば、先に引用した「巴里府雑
誹
」
の
一
節
に
も
「
軽
々
会
弄
民
権
去
今
日
無
人
奉
至
尊
」
と
し
て
華
々
しい．（リ社会を一面では「嘆ずべし嘆ずべし」と評している。こ
こ
に
は
欧
州
の
近
代
、
特
に
英
仏
の
近
代
化
が
市
民
階
級
に
よ
る
王
制
と
の
階級闘争のなかで形成されたことへの理解はふられず、むしろ市
民
革
命
思
想
を
範
と
す
る
目
山
民
権
運
動
の
日
本
に
お
け
る
急
速
な
台
頭
を
懸念する彼の立場が前面に押し出されていると考えられる。しか
一ハー
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四
、
結
び
に
か
え
て
万博日記にふられる谷諏一郎は近世的世界観を内包したため歴
史的限界性の制約を受てはいたが、近代天皇制国家の形成期に渡
欧した一官吏として実体験を通じ欧州文明を捉え将来の日本を模
索
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
また、。（リ万博を契機に形成されたと考えられる谷と松方との
交流はそれ以後の松方の人脈を考える上で承要であるばかりか、
万博を契機としたこの両者にみられる交流形成の。〈ターンは近代
史
上
の
人
的
関
係
を
研
究
す
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
、
そ
の
意味からも今後万博研究の処す役割は大きいと思われる。
註（
１
）
「
巴
里
在
研
公
使
級
併
書
」
第
四
号
、
明
治
一
一
年
一
一
月
一
五
日（『公文録』図シＩＳ１②因怠の》宮⑨望①》４へ、口ｕ４
し
、
こ
れ
は
谷
の
反
動
性
を
枕
詞
す
る
も
の
で
は
な
く
、
岩
倉
使
節
団
同
様
、
近
代
欧
州
社
会
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
と
を
目
か
ら
の
体
験
を
通
じ
て
選
択
し
て
い
こ
う
と
す
る
近
代
天
皇
制
国
家
形
成
期
の
一官吏としての谷の歴史的限界性によるものと考えるべきであろ
う。だからこそ文明開化に承る日本の社会変革についても、「熟
ラ々考フレヘ、文學・政治・藝術等ヲ除キ風俗又〈慣習ヲ刺スク
改ムル〈其弊輕燥二流レテ一一一一Ｍフ可カラサル研害ヲ招クノ恐レア
リ」と述べ、日本間有の風俗・慣習を大前提として自からが選択
した欧州文化の導入によって社会変革を図ろうとする谷の姿勢が
こ
こ
に
は
良
く
現
わ
れ
て
い
る
。
法
政
史
学
第
三
十
七
号
醜叩冨路）。
（
２
）
仏
国
博
覧
会
事
務
川
編
『
川
桁
十
一
年
仏
蘭
西
巴
里
府
万
国
大
博
覧
会
報
告
書
』
附
録
第
一
（
肌
一
二
）
。
（
３
）
前
掲
『
明
治
十
一
年
仏
蘭
西
巴
里
府
万
国
大
博
覧
会
報
告
書
』
第
二篇（明一二）二一一一面。
（
４
）
『
内
務
卿
第
三
川
年
報
』
、
川
沿
一
○
年
七
月
至
何
一
一
年
大
川
（
明
一
己
四
六
頁
。
（
５
）
「
仏
国
博
覧
会
報
侍
書
細
鯛
〃
法
ノ
儀
上
申
」
明
治
一
○
年
九
月
一四日（『公文録』画しＩＳＩ瞼９３・言⑨息Ｐ４へ、ｎ
ｕ４畔叩后駅）。
（
６
）
前
掲
『
明
治
十
一
年
仏
剛
西
巴
胆
府
万
国
大
博
覧
会
報
告
書
』
は
「
第
一
篇
陣
覧
会
総
説
」
「
第
二
篇
日
本
部
」
「
第
三
篇
外
国
部
」
と
、
同
報
告
書
附
録
と
し
て
「
第
一
博
覧
会
場
図
並
諾
一
覧
表
」
「
第
二
仏
蘭
四
農
商
務
省
職
制
一
班
費
用
決
算
表
附
」
お
よ
び
「
明
治
十
一
年
仏
国
博
覧
会
出
品
目
録
」
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
（
７
）
内
務
省
博
覧
会
調
務
川
関
係
文
書
は
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
川
在
整
理
が
進
め
ら
れ
て
お
り
遠
か
ら
ず
利
川
が
可
能
と
な
ろ
う
。
今
後
こ
の
分
野
の
研
究
の
進
展
が
期
待
で
き
る
。
（
８
）
藤
村
通
監
修
『
松
方
正
義
関
係
文
書
』
第
一
巻
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
昭
万
四
）
。
（９）『社会及国家』二五一一号。二五三号（昭一二）。
〔
川
）
谷
諏
一
郎
の
伝
記
は
現
在
未
刊
。
論
文
と
し
て
は
兵
頭
徹
「
松
力
正
義
の
滞
欧
期
に
鏡
け
る
絲
過
と
分
析
ｌ
谷
諏
一
郎
『
吻
治
十
一
年
滞
欧
日
記
』
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
『
東
洋
研
究
』
七
三
、
昭
六
○
）
が
あ
る
。
ま
た
彼
の
事
蹟
を
記
し
た
辮
典
類
が
数
種
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
記
し
て
お
く
。
五
十
嵐
栄
古
細
『
大
正
人
名
辞
典
』
（
東
洋
新
報
社
大
一ハーー
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一一｜）、大日木人名辞書刊行会編『大日本人名辞書』三（内
外
書
籍
昭
一
二
増
一
打
）
、
稲
村
徹
元
編
『
大
正
過
去
帳
』
（
東
京
美
術
昭
四
八
）
。
（ｕ）『掌中官貫録』企（西村組商会明七）二一一一丁。
（胆）明治一○年一○月二五日外務省宛仏国博覧会事務川第一一一
百
九
十
三
号
通
知
（
外
務
省
記
録
『
仏
蘭
西
国
巴
里
開
設
万
国
博
覧会一一帝国政府参向一件』剛鈴蝋叩酉Ｉ忌－ロー『）。
（
咽
）
註
（
７
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
今
後
博
覧
会
事
務
局
史
料
の
利
用
が
可
能
に
な
れ
ば
、
人
員
派
遣
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
点
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
な
お
、
派
遣
人
員
の
問
題
を
含
め
て
．
く
り
万
博
へ
の
日
本
の
参
加
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
治
一
一
年
。
く
り
万
国
博
覧
会
と
日
本
の
参
同
」
（
『
神
奈
川
県
立
博
物
会
研
究
報
告
』
人
文
科
学
第
一
二
号
昭
六
○
）
を
参
照
。
（
ｕ
）
『
官
報
』
明
治
一
九
年
三
月
一
○
冊
号
。
谷
は
そ
の
後
従
五
位
勲
六
等
に
累
叙
。
（
胆
）
『
日
本
生
命
株
式
会
社
五
十
年
史
』
（
同
社
爪
一
七
）
七
四
五
頁
’
七
四
六
頁
。
（
班
）
日
本
勧
業
銀
行
調
査
部
『
日
本
勧
業
銀
行
史
』
特
殊
銀
行
時
代
（
同
社
昭
二
八
）
一
五
四
頁
。
（
Ⅳ
）
谷
の
墓
所
は
東
京
都
大
川
区
萩
中
の
真
光
寺
、
戒
名
は
東
光
院
釈
明
徳
朝
岬
居
士
。
（
咀
）
谷
の
ほ
か
。
く
り
万
博
に
事
務
取
扱
と
し
て
渡
欧
し
た
外
務
一
等
書
記
生
平
川
成
信
も
、
後
日
松
方
蔵
相
の
秘
書
官
と
し
て
谷
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
（
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』
甲
明
二
二、二六丁）
（
四
）
こ
の
ほ
か
日
記
を
書
く
参
考
と
し
た
内
務
省
罫
紙
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
日
記
部
分
と
重
複
が
多
い
た
め
今
回
は
除
外
し
た
。
「
谷
謹
一
郎
と
巴
型
万
国
博
覧
会
」
（
岩
壁
）
/■、／~、／~､
３０２９２８
、_ノ、-ノ、-ノ
（幻）
′~、／~、
２６２５
、=ノ、_ノ
／戸、′~、
２４２３
、_ノ、.ノ
（皿）
（川）
（帥）
「
清
輝
艦
欧
羅
巴
へ
回
航
何
」
肌
治
一
一
年
一
一
月
一
八
日
弓
公
文録』画シー］Ｃｌ⑱）、Ｓｍ》三⑨Ｐ＆》４へ、ｎｕ４鴎叩白
田
）
。
な
お
清
輝
艦
訪
欧
に
つ
い
て
は
国
立
公
文
書
館
蔵
『
叫
治
十一年清輝艦級告』企（四シー閉．、１劃』合、）参照。
明
治
一
○
年
一
二
月
、
松
力
は
内
務
省
勧
農
局
長
と
し
て
三
井
物
産
会
社
の
。
く
り
支
店
開
設
を
援
助
す
る
た
め
、
官
営
富
岡
製
糸
場
の
製
品
に
つ
い
て
便
宜
を
図
る
二
ヵ
条
か
ら
成
る
「
命
令
状
」
を
発
し
た
。
そ
の
第
一
条
に
「
該
処
（
富
岡
製
糸
場
）
一
一
於
テ
製
造
ス
ル
製
糸
悉
併
ヲ
其
祉
（
三
井
物
産
会
社
）
仏
国
巴
型
支
店
一
一
於
テ
売
捌
ノ
取
扱
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ニ
付
誠
実
一
一
之
ヲ
勤
ム
ヘ
シ
」
と明記された（一一一丼文庫『三井物産事業史』本篇第二巻
二
八
八
頁
）
。
詳
し
く
は
前
掲
拙
稲
参
照
。
同
立
国
会
同
雪
飾
懸
政
資
料
宝
蔵
『
前
川
正
名
関
係
文
書
』
二
八
一一一ｏ
前
掲
『
松
方
正
義
関
係
文
宥
』
鋪
一
巻
四
四
五
頁
ｌ
川
四
六
頁
川
、
久
雄
細
著
『
藤
木
明
沿
海
外
体
験
詩
雌
』
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
昭
万
九
）
一
一
一
八
三
頁
。
同右。
久
米
邦
武
編
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
館
二
巻
（
博
聞
社
明
一
己
五
一
頁
’
五
八
頁
。
こ
の
博
物
館
見
学
は
、
谷
が
渡
英
時
同
行
し
た
文
部
省
一
等
属
手
島
精
一
の
勧
め
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
手
島
は
明
治
一
○
年
一
月
教
育
博
物
館
長
輔
に
任
命
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
。
（
竹
林
熊
彦
「
手
島
精
一
と
数
行
博
物
鮒
」
『
教
育
』
第
八
巻
第
七
号
昭
十五参照）。
前
掲
『
幕
末
明
治
海
外
体
験
詩
集
』
三
八
六
頁
’
三
八
八
頁
。
同
右
三
九
○
頁
。
而
井
研
堂
「
明
治
蒋
物
起
原
」
下
巻
白
川
治
文
化
全
集
』
別
巻
Ⅱ
本
評
論
社
昭
山
六
）
七
六
九
頁
。
一ハ．一一一
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日
記
原
本
は
谷
謹
一
郎
の
令
孫
谷
宏
氏
（
調
布
市
在
住
）
が
現
在
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
桃
裕
行
元
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
よ
り
本
学
安
岡
昭
男
教
授
へ
複
写
提
供
さ
れ
、
岩
雌
が
原
文
綴
・
註
等
を
付
し
て
原
稿
化
し
た
。
な
お
、
本
資
料
は
昭
和
五
八
年
度
大
学
院
博
士
課
程
で
講
読
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
几
例
。
原
稿
作
成
に
あ
た
り
基
本
的
に
原
文
の
特
長
を
生
か
し
、
左
に
掲
げ
た
補
足
・
削
除
・
訂
正
等
の
記
号
を
除
く
と
ほ
ぼ
原
文
と
な
る
よ
う
に
し
た
。
袖（
）
は
補
足
剛〔
〕
は
削
除
訂〔
Ａ
〕
（
Ｂ
）
は
Ａ
を
Ｂ
に
一
訂
正
訂
・
再
訂
（
〔
Ａ
〕
）
〔
（
Ｂ
）
〕
は
初
め
Ａ
を
Ｂ
に
訂
正
し
、
再
び
Ｂ
を
一
訂
正
し
て
Ａ
を
生
か
し
た
一
」
と
を
示
す
。
ま
た
、
長
文
の
補
足
・
削
除
・
訂
正
部
分
内
に
お
け
る
補
足
・
削
除
・
訂
正
が
混
乱
を
引
き
起
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
長
文
全
体
部
分
を
…
↓
↑
…
で
示
し
た
。補
…
↓
削
補
↑
…
（
例
）
（
Ａ
〔
Ｂ
〕
（
Ｃ
）
）
は
、
Ｂ
と
Ｃ
と
が
補
足
文
Ａ
内
の
削
除
と
補
足
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
。
原
文
中
、
庁
・
圧
・
丁
は
そ
れ
ぞ
れ
ト
キ
・
ト
モ
・
コ
ト
と
改
め
た
が
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
正
字
を
用
い
た
。
・
外
国
の
固
有
名
詞
は
可
能
な
か
ぎ
り
原
文
綴
を
付
し
た
。
（
資
料
）
『谷謹一郎巴里万博日記』
法
政
史
学
第
三
十
七
号
日
滞
在
日
記
（
巴
里
ノ
部
）
一一一月三十日朝雪、後雨。寒。土曜。
○昨廿九日ヨリ三日間、事務官以下休暇。事務局〈府下「シャ
Ｏ声四日ロ⑪‐国］叩の①⑪
訂
富呉碕冒・ロ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
」
大
道
中
央
ノ
〔
西
〕
（
東
）
北
「
マ
チ
ギ
ョ
ン
」
街
二
在
り
。
第
十
五
號
ノ
家
ト
ス
。
此
家
〈
豪
富
某
氏
ノ
所
有
二
係
ル
。
三
層
ノ
櫓
ア
リ
。
室
ノ
數
大
小
二
十
、
庖
厨
等
亦
皆
層
ス
。
第
一
層
ヲ
事
務
局
ト
ナシ、二層一一一層ノ各室ヲ分チテ副総裁以下ノ私室トス。室二應
シ各々毎月若干ノ税ヲ柳フ。僕一一一名、牌一一名ヲ傭シ、庖厨ノ事
及上各室朝夕之酒掃二使用ス。給料合セテ若干、副總裁以下一一
分
割
シ
テ
支
給
ス
。
各
差
等
ア
リ
。
寓
居
ノ
博
覧
會
場
ヲ
脈
ル
コ
ト
西
南
凡
二
十
町
左
右
甚
タ
遠
カ
ラ
ス
。
會
Ｏ
冨
日
ロ
：
三
四
『
の
削
の
⑦
旨
の
場〈「シャンドマルス」ト｜云う。「〔□〕聖奴河ノ東岸ニ在り。
削
弓Ⅱ。ｎ口ｑの『○
訂
削
河〔ヲ隔シ〕ノ西岸ヲ「トロヵデロ」トー玄〔フ〕（上）、〔雨所相
對〕「シャンドマルス」ト相對ス。之ヲ合シテ博覧會場ヲナス。
一のの月日庁叫①
又、寓所ノ東二「チュイルリ１」宮在り。第一二世奈勃翁帝、資
ｏｏｐＣｏ『ｑの
一一之レニ居ル。其前面ヲ「コンコルド」ト稀ス。長サ一一一百九十
「ヤルド」、贋サニ百三十五「ヤルド」ノ大橋ナリ。「コンコルママ
補
訂
削
（旗
ド」ヲ北二（距ル）直〔径〕（線）凡ソ十八町〔ノ虚〕一一凱戦
…以下同じ）
尚
訂
門アリ。「チュイルリー」〔□〕故宮ノー別〔面〕（門）ト遙力
訂
削
二相對〔シ〕（ス）。〔其聞ヲ「〕「シャンゼリゼー」ハ「コンコ
ルド」ヨリ起り、凱戦門一一至ル一線ノ大道ヲ云う。道ノ廣サハ
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訂
削
〔四〕（五）輔ノ馬車ヲ」迎躯ス可〔ヘ〕シ・左右二又大道ア
ー訂
削
補
リ。人ノ歩行スル〔トコロ〕（虚）、之レヲ人道トス。〔（□
）
〕
蛎
几
ソ
四
、
五
閲
、
馬
木
道
卜
相
平
行
シ
テ
凱
戦
門
一
一
達
ス
。
訂
一訂
〔路少シク高〕（人道〈少シク）〔馬道ヨリ高シ〕（一間シ）。道
削
剛
訂
削
ノ雨側〔共〕〔在〕一一〈〔皆〕（誰ク）樹木ヲ栽ス。〔皆〕楡
一訂
樹、菩提樹〔ナリ。樹〈〕（ト交ル。他ノ雑樹無シ・杵）道一一
片
沼フテ直〔□〕行二栽ス。一一一行、或〈四行ノ虚アリ。其閲併人
補
道
ト
ス
。
（
道
遙
聞
適
、
叩
行
ヲ
許
サ
ス
）
。
森
緑
済
陰
、
樹
下
数
千
脚
ノ椅子ヲ排置シ、客ヲシテ自由一一休憩スルノ便ヲ取ラシム。几
ママ
ソ一歳ノ内極寒冬雪ノ時二非サルョリ（、府下ノ人貴賎無ク貧
富
無
ク
、
老
幼
男
女
聞
遊
散
歩
、
肩
摩
雑
沓
、
車
馬
絡
鐸
職
ル
カ
如
シ
。
日曜安息ノ日ノ加キハホ隅ノ聲閏糠地一一議キ、深更一一至シテル
補
補
マス。又、舞場・樂羊彙・（帆Ⅲ馬場）等アリ。演燈星（ノ）加ク
補（其）明書ヲ欺ク。虚々一一珈琲店アリ、割烹店アリ。緑陰下一一
椅子ヲ設ク。清潔、且シ凉以テ酒スベク茶ス可シ。又、各所一一
削
補
肖
艸花園アリ。各種ノ花ヲ栽ウ。〔（或〈噴泉アリ。）〕〔又、
削
工藝館アリ。其宏壮最モ驚□□。〕又、噴水器〔ヲ庭々二設ケ
嵩
〕
ノ
設
ケ
ァ
リ
。
水
高
ク
近
リ
四
方
一
一
乱
射
ぞ
建
築
ノ
最
モ
宏
壯
驚
肖
ク可キモノハェ藝館ナリ。大道ノ南二在り。〔□〕王宮・凱戦
肖
門卜〔
大
道
相
川
〕
「
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
」
二
相
對
立
ス
。
几
ソ
宮門ヨ
リ凱戦門一一至ルマテ、左右雨側、舞場・樂臺ノ在ル所、艸花園
「
谷
諌
一
郎
と
巴
型
万
国
博
覧
会
」
（
岩
壁
）
ノ
美
ナ
ル
所
、
深
陰
ノ
豐
ム
所
、
噴
泉
ノ
近
ル
所
、
之
レ
ヲ
惣
瀞
シ
テ
「シャンゼリゼー」ト云う。巴胆府中最モ繁盛ヲ極ムル所トス。
削
外剛行旅ノ〔人〕（存）、〔杵〕一夕上此地ヲ過クレハ杵眩［日落
削
脈
セ
サ
ル
ノ
人
無
シ
ト
。
今
、
我
輩
〔
力
〕
（
ノ
）
寓
所
〈
門
ヲ
出
〔
テ
〕
補
（ツル）僕一一一町有奇、忽チ此國繁至艦ノ場中一一遊フ（ヲ）得。
削
故
二
毎
［
ロ
公
務
ヲ
了
シ
、
食
後
數
輩
ト
遁
遙
散
歩
〔
ス
〕
・
眞
二
旅
中
ノ
ー快事ナリ。
国のｐｑｐ
ｌ「チュイルリー」宵〈一千五百六十四年「ヘンリイ」二世ノ画嬉
訂
爪カセリン、ド、メジシイー」ノ削述二出〔シ〕（テ）、（其後、
国のロｑ旨く
建築ノ法ヲ愛更シ、又）〔拭く後〕（降ツテ）ヘンリイ四世及上
削
「ルイー」十四世ノ時二至り、〔芦〕宮殿南北剛部ヲ増築セリ。
．然しトモ千八百七十一年ノ内証一一及上、暴徒之レヲ火ニス。
一火、一一一日減セスト云う．此宮〈〔雁代帝王ノ住セシ居殿クリ。〕
補
ｚ
囚
己
二
の
。
ご
閂
補
一千八百八十年二月一日、第一（世）奈勃翁帝（力）此宮ヲ本
伊○巳⑪×ぐ目昌
一管トナセシ以来、歴代帝王ノ居殿トナル。「ルイ十八世、チャ
｜川哨］珊揃世、「ルイ、ヒリップ」及上第一一一世奈勃翁ノ諸帝賞一一
［。□厨弓面〕一一つ己の
ｚ四つ○斤。ごロ目
一
杯
一（皆）此宮二住シタリ。〔宮〕〔川ヨリ〕〔其ノ建築之法ダル
’一訓一〔間ヨリ〕（甚タ）賞讃ス可キー非サレトモ、其歴史上一一關係
アルコト巴里府中他一一此宮ノ加キ者アラスト云へりｐ千七百九
訂
十二年〔七月以降〕（七月二十日以降八月十一一一日二至ルマテ）
一訂
一大〔改〕（革）命ノ剛〔アリシ〕此宮一一起り、千八百一二十年七
六五
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一
一
一
月
三
十
一
日
晴
、
午
後
曇
。
日
曜
。
訂
訂
○午後公使館一一至り、〔歸途〕（遂二動）植物試鹸園二〔至ル〕
パ
ノ
ラ
マ
（遊上）、歸途書景蝕二至ル。
三四『⑪ａｌｌ①
鮫
島
公
使
、
昨
夜
馬
耳
寒
ヨ
リ
來
著
ス
。
本
日
午
後
、
石
原
・
久
保
・
平
法
政
史
学
第
三
十
七
号
行ＰＣロぐ『の
｜綱二十九日〕官ノ背後二廣園アリ。園ヲ隔シ、乃チ「ルーブル
｜
〔
□
〕
官
ト
ス
。
此
官
〈
迷
築
ノ
法
ト
美
術
ト
ヲ
以
テ
最
モ
名
ア
リ
。
千
訂
司『ｍｐＯｏ厨閂
五
百
四
十
一
年
、
〔
フ
ラ
ン
シ
ス
〕
（
第
一
世
フ
ラ
ン
シ
ス
帝
）
此
基
礎
削
削
訂
ヲ創〔定〕シ建セシ以來、第二世〔及上〕第一二世〔ヘンリイ〕
訂
旧
◎
巳
⑰
×
目
目
（第四世へンリイ）及上〔ルイ〕（ルイ第十一二世）及上第十四
肚十五世ノ諸帝交々之レヲ墹建シ、第一奈翁一一至り又大一一〔之
レ
ヲ
〕
増
築
セ
ン
所
ア
リ
テ
、
途
一
一
「
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
」
宮
卜
相
連
接
シ
、
千
八
百
五
十
七
年
二
至
り
第
三
世
奈
翁
一
一
及
ン
テ
大
二
落
成
ス
。
其
訂
費ス所七千五百萬佛ナリトー云う。今、耐宮〔〈〕（ヲ）〔相〕
訂
〈
ロ
シ
テ
其
〔
贋
□
〕
（
地
ノ
面
積
）
ヲ
算
ス
ル
ト
キ
ハ
、
几
ソ
四
十
八
訂
訂
「エークル」平方ノ贋キヲバ〔メ〕（ム）。實二〔世界中〕（其）
壯麗宏大ナルコト阯界一一冠タリト謂フベシ。
訂
訂
千〔八〕（七）百九十三年以降、「ルーブル」宮ノ〔古〕（薑築
削
ノ數）部ヲ以一プ博物餉卜ナシ、〔□〕新築ノ西部ヲ以一ナ大藏省
ト
ナ
セ
リ
。
１以上後一一記スベシ。
一ハーハ
（１）
山・成島・諏訪・三田・河原ノ數輩ト公使館二赴キ、公使ノ安
著
ヲ
賀
ス
。
歸
途
、
肌
職
門
ヲ
過
キ
ー
茶
店
二
小
憩
ス
。
成
島
・
三
田
ノ
補
二
氏
ト
茶
店
二
別
し
、
他
〈
皆
共
二
動
械
（
物
）
試
験
園
二
遊
フ
。
凱
戦
補
補
訂
門（「シャンゼリゼー」（大道）ノ（西）北端一一在り。〔其地
戊
円
釉商燥二位ス。而シテ〕（地位隅燥。大小ノ街晒四〔方〕通へ
訂
述、杵此門二集マル。）Ⅲノ商サ〔六十七ヒート〕（百六十ヒー
補
ト
）
、
幅
（
百
）
四
十
六
ヒ
ー
ト
ァ
リ
。
故
二
巴
里
近
傍
ヨ
リ
望
ム
ニ
見
へ
サ
ル
ノ
虚
無
シ
ト
云
う
。
此
川
〈
第
一
世
奈
勃
翁
帝
力
戦
闘
勝
利
ノ
記
Ｆ○巳のでロ一一一℃ロの
念
ト
シ
テ
千
八
百
三
十
六
年
路
易
非
利
王
ノ
述
築
セ
シ
モ
ノ
ニ
係
ル
。
其
山Ｈ
費
用
〈
一
千
萬
佛
ナ
リ
ト
云
う
。
〔
其
〕
前
後
左
右
ノ
表
面
ニ
ハ
呰
営
時
訂
訂
職
〔
將
ノ
諸
像
ヲ
〕
（
串
ノ
状
ヲ
）
彫
刻
ス
。
右
ノ
前
面
ニ
ハ
千
〔
八
百
補
七十〕（七百九十）六年風境一一出ボノ状（ヲ高シ）、左ノ前面二
創剛
訂
〈千八百十五年〔第一世奈《羽力〕澳國〔二勝チ〕（ヨリ）凱旋
一打
ノ
状
ヲ
彫
刻
セ
リ
。
共
他
、
一
仙
後
俵
〔
彫
刻
ノ
諸
像
〕
（
職
場
、
或
〈
謡補
將
ノ
彫
刻
）
ア
レ
ト
モ
、
一
を
記
ル
サ
ス
。
此
川
へ
我
ヵ
芝
埆
上
寺
（
ノ
訂
補
山門）、漉艸淺艸寺ノ山門ノ加〔キ〕（ク）（常一一）諸人ノ登
訂
出川
脇ヲ許ルス。〔門二張リテ眺畑。鞍臨ノ最〕（門〔頂〕ニ登ル。）
山日
全府ヲ下倣シ〔テ其景陛タ好シト〕、遠近ノ村藩、又皆隻昨二
削
鏡マル。其景甚ク好シ〔トー云う〕。戎〈窮乏無頼ノ徒アリテ、
向
書
卜
雌
ト
モ
足
ヲ
暇
ラ
ン
テ
地
一
一
投
シ
、
以
テ
死
二
枕
ク
モ
ノ
ァ
リ
ト
山日．。。Ｉ↓
訂
聞ケリ。〔門ヲ□□門ノ間園□〔四方ノ〕（大小ノ）街衝四方
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ヨリ通ス。門□□四方一一〈大小ノ街衝アリテ各所一一通ス。四方
削
ヨリ〔集マリ〕此門一一達スルモノ十一條アリ。動植試鹸園〈門
補
シぐのゴロのこの旨の３コ。①シ『曰の①
ヲ（出テ、）直行、「アベニウ、ド、ラ、グランド、アルメー」
補
国Ｃ厨
街ヲ過キ（外）邪ヲ出テ〕左一一動仙物試鹸園〈巴里郭外「ボア
｝四日ごｇ・少ｏｎ』〕日四国蔑○口
附力昭一相渦」称にス）ノ東隅ニ在り。「シャルダンダックリマタ
補
１ション」ト稲ス。贋十五十エークル平方。（私立）一會肚ノ
ー訂
訂
創〔立〕（護）セシモノニ〔係ル〕（シテ）、主トシテ外國産ノ
動植物ヲ試養ス。征日諸人ノ縦覧ヲ許ルス。通券ヲ一佛トス。
削
日曜諸祭日ニハー佛半ヲ桃ハシム。園中各虚二〔□〕媛室ァ
訂
リ。又、諸獣ヲ放〔シ〕（チ）養フノ所アリ。暖室一一〈外國産
でゴーーーロロ
ノ他物多シ・本川ノ草木甚夕多キヲ見ル。皆往年有名ノ蘭醤シ
【『囚づぃ］っ。六面の①『国四一【す囚叩四『ぐ四．囚のす。区
１ホルト氏力輸送セシモノニ係ル。氏〈薑幕府ノ時、長ク本邦
二来往シ、最モカヲ交際貿易ノ事二識シ、傍くう本邦ノ事情一一
通
暁
ス
。
著
書
若
干
巻
ア
リ
。
十
數
年
前
亡
ス
。
其
子
二
人
、
亦
皆
本
シーの×ロロロの『の①。『碩
邦ノ時情一一通シ、頗ルー一一一口語ヲ善クス。兄ヲ「アレキサントル、
○この［口ぐぐｏｐｕのワ○一ロ
シ
ー
ポ
ル
ト
」
ト
云
う
。
現
二
在
伯
林
本
邦
公
使
館
二
奉
仕
ス
。
如
ヲ
シーの×ロロユ①『句３コＮ国①ロ『］句『①｝すの『『く。□の〕のウ◎区
「
ヘ
ン
リ
イ
シ
ー
ボ
ル
ト
」
ト
云
う
。
大
藏
省
二
傭
セ
ラ
ル
。
今
、
國
中
ノ
艸
木
ヲ
見
ル
ー
一
、
杵
或
〈
日
本
、
或
〈
「
シ
ー
ポ
ル
ト
」
ノ
名
ヲ
用
ぞ
禽
獣
〈
熱
帯
地
方
山
海
ノ
産
多
シ
。
酪
駝
・
駝
鳥
・
犀
・
象
・
虎
ママ
・豹・禰猴ノ類、其他珍禽之多キコト無数、一々名標アレトモ
記スルニ暹アラス。象・酪駝ノ類、背上一一敦輩ノ小童ヲ戦セ、
「谷謹一郎と巴剛万国博覧会」（岩壁）
馬丁ノ駆使一一艦上徐行ス。又、駝偽ノホァリ。中中二一一、一一一
ノ小童ヲ容し之レヲ引ク。最モ兒輩ノ快樂トス。園一二大池ア
リ。「ボア、ド、フロオン」ノ西湖ヨリ水ヲ通シ海象一一頭ヲ放
ッ。海象ノ状、獺一一蹴シテ鼠色ヲ梢フ。前後四足皆短フシテ獺
柵一一似クリ。歩スル能ハス。其航牛ノ加シ・水一一入し〈則チ淋
泳シテ魚ヲ揃う。除一一上し〈則チ眼ル奇獣ナリ。又、養慧所ア
リ。各國ノ慧種ヲ集ム。養魚場アリ。海水ノ魚船ヲ養う。又、
養鶏所アリ。鶏ヲ養フノ法、最モ奇一一シテ最モ糀巧ナリ。「マ
削
補
ルチン」氏ノ發明セン〔□□〕法トス。之レヲ．記ルス（モ）払
一訂
ク冗長〔二係ル〕（ノ恐レァリ）。故一一略ス。一時間一一能ク四百
羽ノ雛ヲ養う。之レヲ養うコト凡ソ十八日、雛ノ成長スル者其
（倍？）
吊凡ソ二階ノ砿キー至ルト云う。毎日午後二時ヨリ五時マテ諸
人ノ縦覧ヲ杵ルス。豆時、園中一一奏樂アリ。日・木剛縢ノ日一一
肖
於テ午〔時〕後ノ一一一時ヨリス。別二聰樂ノ料ヲ要セス。
巴Ⅲ府ノ問園〈環ラスー一郭ヲ以テス。郭〈千八百四十年ノ布令
一一円リ其エヲ別メ、三年ニシテ成ル。賛ス所一億四千萬佛、周
園ノ長サニ十一肥、九十四所一一鋒頭形ノ砦ヲ築ク。郭ノ商サハ
九十二ヒート、胸壁ノ厚サ十九ヒート」ナリ。又、府ヲ腿ルコ
削
肖
卜平均一一皿、十六所ノ砲徽ヲ〔築キ〕〔全府ノ〕四方二散築シ、
以テ愛一一備へ全府ヲ護ス・〔□〕往年一汗、率銭什評年一雨ノ〕普
肖
削
佛ノ乱二十六所ノ砲徹〔多ク〕呰殆ント普軍二撃破セラレ鎧ク
削
壌山川セリト雛トモ、現今既二修築ノ功ヲ竣〔メ〕（ヘ）蕾時二
六
七
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法
政
史
学
第
三
十
七
号
補
削
異ナラスト云う。外郭一一〈數虚二（開）門ヲ設ヶ、〔人ノー〕
削
一
訂
肖
食品〔ヨリ〕〔府外ヨリ〕（其他ノ府外ヨリ）入ル〔ヲ〕モノ
ヲ検シ、物一一應シテ税ヲ課ス。之レヲ入市税卜唱フ。一年ノ收
訂
補
入
〔
凡
ソ
〕
（
〈
）
一
億
二
千
百
萬
佛
ノ
多
キ
ー
至
ル
。
（
几
ソ
）
巴
里
府歳入ノ半額ヲ占ム（一嘩壺耗酎献岬把聿輌靜紅榊統領ｂ
補（欄外）
巴
里
府
ノ
地
ダ
ル
（
調
ハ
ュ
ル
欧
洲
ノ
四
文
明
ノ
中
心
ニ
シ
テ
）
〔
職
洲
訂
ノ
中
心
二
位
シ
〕
、
四
通
八
達
、
四
〔
方
皆
〕
（
面
）
山
ヲ
帯
上
、
殆
ン
ト
｜
訂
削
（欄外）
我力西京ノ地形〔一一似〔テ〕タリ。而シテ廣一菱〈〕（ト相似テ
補（欄外）
其
廣
一
義
〈
）
徒
夕
之
レ
ニ
過
ク
。
（
其
一
朝
外
忠
ア
ル
ノ
日
二
於
テ
（
四
（構？。）
境呰敵ヲ受ク。）故二不慮ノ傭へ最モ平時一一講セサル可カラス。
補（糊外）
訂
今
、
我
レ
（
巳
Ⅲ
府
ノ
）
周
園
ノ
城
砦
ト
十
六
所
ノ
砲
徽
卜
〔
ヲ
見
〕
訂
（
二
）
就
キ
、
佛
人
力
〔
戒
嚴
ノ
密
ナ
ル
〕
（
警
備
ノ
嚴
ナ
ル
）
大
二
感
削
スル所アリ。〔方今、萬國一父通櫨ツテ〕熟を我東京ノ地形ヲ考
削
訂
フ
ル
二
、
〔
決
シ
テ
帝
王
ノ
〕
〔
陸
運
海
輸
〕
（
除
ノ
運
、
海
ノ
楡
）
、
蚊
テ不便トスルニ非ス。人家亦稠密廣褒數型一一亙ル。寓國交通ノ
ー訂
時二方ツテ、政府ノ設ケァル東京ノ外、他に’狐適営ノ〔所〕
訂
削
（虚）無シ・然〔レトモ〕（リト雌トモ）、今ャ萬國ノー父通〔□〕
削
愈
密
ニ
シ
ー
プ
愈
〔
敏
〕
煩
ナ
リ
。
既
二
密
、
且
シ
煩
ナ
リ
。
葛
藤
紛
擾
削
尚
…
↓
ノ憂ヒァル、必ス兎カレサル所〔ナリ〕（タリ）。〔故二其警備
訂
一訂
〔最〕（人、或〈一万ハンｃ）東京ノ〔地形ダル〕（地タルャ）同ヨ
リ巴里ト其趣ヲ異ニス。同ヨリ其地形ヲ異一一セリ。其勢ヲ異一一
六八
ママ
セリ。論上外患ノコトァルモ防禦甚夕雌カーフスト。是し或〈然
肖
↑
・
・
・
サラン。〔然リト靴トモ〕〕
一訂
ママ
今、東京ノ地タルャ堂ムタル〔帝都ニシテ曾テー砦郭ヲ以テ不
削
削
慮二傭〕（大〔府〕（都）ニシテ〔百官ノ〕帝王ノ都スル所、而
肖
シテ〔曾テ〕鍵二術フルノ）堅砦無ク、敵ヲ禦クノ弧厳無シ。
其陳トシテ頓ム所ノ者（、只下總ノ｜海峡アルノミ。萬一外國
訂
ト震ヲ開キ丘〈ヲ〔交ユル〕（構ユル）ノ日二常リ、艤艫數百海
肖
補
ヲ蔽上、海峡ヲ突キ、進ンテ濟二入り、〔□〕砲（丸）雨注、
削
束京二凱射スルコトァラ（〔必ス應二鳳駕ヲ□中駕必ス當二其
勢至危至雌、戎〈巾駕去ツテ安易ノ地一一雄ヶ玉フヘシ。屯駕一
訂
タ
ヒ
玄
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
〕
、
共
以
テ
人
心
二
感
動
ヲ
生
〔
ス
ル
モ
ノ
如
何
＃
ソャ〕（シ、勝算負〔□〕數豫シメ期ス可力ラサルァーフン）。
故一一布モ東京ヲシテ長ク帝王ノ都タラシメハ、則チ宜シク捌徽
訂
↓
再
訂
堅砦ヲ作り、以テ不虞ノ愛一一術フ可シ。此事ダル（〔決シテ容
易二有ス〕）〔（言フニ易ク行フニ雌シ）〕。到底行フニ難シトセ
補
（、則チ耽然帝都ヲ（某地一一）遷シ、東京ニハ箪二政府ヲ置キ
肖
一訂
〔質〕以テ貿易交〔易〕（際ヲ行フノ）都府クルー一過キサラシ
ムル。今、遷都ノ事耶力鄙見アリト雛トモ、今愛一一陳セス。
薑景館（「シャンゼリゼー」工藝館ノ西北二、一一一町ノ虚一一在
肖
肖
リ
。
圓
經
ノ
巨
館
ナ
リ
。
館
〔
中
〕
ノ
中
央
二
圓
臺
〔
ア
リ
〕
ノ
階
ア
リ
補
補
テ（人ノ）上下スルヲ別ニス。（圓一筆ノ直径〈四十四ヤルド、）
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尚
打
倒豊川Ⅲノ壁二〔油繪〕巨大ノ汕繪ヲ褐ク。〔其以品眞一一過〕光線
ノ
反
射
二
因
リ
テ
餓
色
眞
二
過
ル
。
今
、
褐
ク
ル
所
ノ
書
へ
、
往
年
杵
佛
削
削
ノ勵二巳里府防禦ノ景ヲ馬ス。〔各所ノ砲傲〕敵丘〈ノ弾丸〔破
訂
製シテ〕砲厳内一一著發シ即死〔モノ〕（スル）モノ負傷ノモノ。
即死ノ者〈其屍ヲ負フテ外一一移シ、負傷ノ各〈猶日ヲ順シ敵ヲ
削
削
補
睨ス〔ルノ状〕。砲〔九ヲ〕二装（薬）スル者、砲車ヲ運鞠ス
訂
ルモノ、弾丸ヲ噺ス者、家腺ノ火一一罹ルモ〔者〕ノ。〔ｆＦ〕
補
訂
將校北而へ（剣ヲ郷フテ）奔走指揮〔ヲ怠ラス〕（シテ怠ラス）。
削
訂
〔｜〕丘〈士夫卒〈飢ヲ忍ンテ〔立ナヵラ畔ヲ食う〕（鵬吟装銃
削
削
シ）、砲烟空ヲ蔽上、日光聲陪ク、〔遠近〕村落ノ鼎配、〔濃淡
ノ
山
、
一
眼
〕
山
林
ノ
状
、
遠
淡
近
濃
観
ル
者
ヲ
シ
テ
戦
壯
ノ
惨
毒
ヲ
迫
削
思シ〔戦〕テ目カラ戦傑タラシム。呪ンャ當時此惨苦一一逢遇セ
削
削
シ
巴
肌
全
府
ノ
士
人
二
於
テ
ヲ
ャ
。
〔
或
〈
父
兄
ヲ
失
上
〕
〔
或
其
父
兄
ヲ
喪
、
親
子
兄
岫
良
人
知
友
ノ
命
ヲ
脚
チ
□
〕
悲
憤
感
慨
報
國
之
情
、
心
肝一一溢レ骨髄一一徹スルナルヘシ。
削
○
四
月
一
日
曇
、
崎
。
・
月
Ⅲ
。
・
此
日
ヨ
リ
呰
本
〔
務
〕
課
ノ
事
務
ヲ取ル。
○
四
月
二
日
晴
、
曇
。
微
雨
時
一
一
至
ル
。
・
火
曜
。
○
四
月
三
日
午
前
雨
、
午
後
晴
、
曇
定
マ
ラ
ス
。
・
水
曜
。
・
午
後
平
山
成
信
、
川
原
徳
立
、
三
田
佶
等
ト
博
覧
會
塲
一
一
赴
ク
。
「
谷
漣
一
郎
と
巴
岨
万
国
博
覧
会
」
（
岩
壁
）
Ｑ
滞
在
日
記
（
龍
動
ノ
部
）
龍
動
記
八
月
二
日
朝
曇
、
後
哨
。
冷
。
・
金
鵬
日
。
・
午
前
七
時
四
十
五
分
發
Ｏ巳巴の訂
巴Ⅲ府、十二時十五分著力〔イ〕（レイ）港。日此港取演船、渡英
Ｃｏぐの「
士口利海峡、達ドゥブル港。午後四時右側也。目ドーブル、又就演
ぐ－，８『一口の〔．
（２）
巾。午後六時十五分龍動ビクトリア駐屯場二箸。松方總裁・而原
（棚記二等見習）
Ⅲ
削
囎図・長崎杓加川等在り。〔四〕子ト併セテ四人、共二〔｜〕盤馬
ママ
ヱ。〔『－．曲国｝］］
（一一）
中一一乗り、「ノッチング、ヒル」之寓居ヲ達ス。
一打
昨〔夜〕（朝）松方總成ヨリ電報ニテ余力龍動一一來ルヲ促カサ
訂
ル。即チ本日出發ノ事二決〔ス〕（シ、急迩行李ヲ装ス）。午
」四困四『のＱｐｚｏａ
前七時、寓所ヲ出テ「北方駐車場」一一至り、七時四十五分ノ演
訂
小一一枕ク。前田事務向長・三田佶迭ツテ駐車場二〔別ル〕（火
打
ル）。此日、文部行員手島緒一君モ亦龍動〔ノ〕（一一）赴ク。
削
駐
車
場
一
一
避
遁
ス
。
〔
即
チ
ニ
人
同
室
〕
共
二
車
二
上
り
、
室
ヲ
同
ブ
ス
。
二
人
ノ
外
、
他
二
乗
客
無
シ
。
巾
中
舶
ル
寛
、
二
人
共
二
横
臥
恋
マ
マ一一談話ス。殆ン卜家一一在ルヵ加シ。既二前田・一一一田一一君ト別一
訂
ショ房口⑪
〔
ル
〕
（
し
）
獺
車
亦
發
シ
行
ク
。
途
中
、
ア
ミ
ァ
ン
等
ノ
駐
車
場
ヲ
削
訂
経、正午十二時〔午□〕十五分「カレイ」港二達〔シ〕（ス）。
訂
粛中ヲ下り駐車場二入り喫食ス。食後直二〔舟冊〕埠頭二至へ
削
り、演船一一移り乗ル。〔此〕「カレイ」ヨリ對岸、英ノ「ドー
六
九
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辱（－」二至ル。之レヲ英吉利海峡ト云う。相距ル甚タ遠カラス
肖
訂
ト雌トモ、〔□〕海面〔常一一〕（ノ）波濤常二穂カナラス。
訂
訂
〔行〕（航）旅ノ〔人〕（客）蒜シム者多シ・今、我ヵ乗ル所
訂
ノ船〈二隻ノ船ヲ合〔ハセ造リタル〕（シ製造シタル）モノニ
シテ、其誠尾（符相離し、船腹機關ノ在ル所合シテートナル。
以一プ航行中動揺ノ甚シヵラス、且シ疾行スルノ便アリト云へ
削
り・午後一時前、解績。此口Ｈ〔波濤〕船ノ動揺甚シク、客ノ咄
肖
止スルモノ亦多シ・船中上等ノ室ニハ脈壷ノ大ナルモノ〔数〕
十敷筒ヲ置キ、橡シメ春ノ嘔吐スルモノニ術フ。海路ノ険悪ナ
ル可知也・四時前、船「ドー。〈－」港二達ス。直二上峠ス。滝
削
ｏゴロゴロ、
叩〔将サニ發〕用意シテ乘雰ノ上陸ヲ侍ッ。演車ニハ、チャー
、『（の⑰⑪【。
ご一ｇｏユ四の【・
リングクロース、ビクトリア」ノ雨駐車場二至ルノ別アリテ、
削肖 片〔群〕客毎二其至ル所ノ駐車場ヲ問上〔□〕前後列車ヲ庇別シ
テ乗ラシム。此剛駐市場〈共二龍動府巾一一在り。余（「ビクト
ー訂
リ〔ャ〕（ア）」駐嘔場ノ耶二就キ、手島君〈他ノ車二就ク。胤
共二相別ル。此中中二（同乗ノ客甚タ多ク、復夕横臥ス〔□〕
訂
ル等ノ快ヲ取ル能〈〔ス〕（サリシ）。「ドーバー」駐叩場ニテ
暫一フク車ヲｌメ、荷物ノ検査アリ。煙艸・茶ノ検査極メテ密ナ
リ。余力偽フル所ノモノヘ手荷物ナレハ別一一検査ヲ要セス。
〔車中ニテ〕故一一車ヲ下ラス。半時間發車。午後六時十五分
「ビクトリア」駐車場－一達ス。松方總裁。石原豐貫・長崎省吾
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胤
税等在り。余ト合ハセテ四人共二同車シ、中中巴車府〔中〕博
削
費會ノ状況、及上前田事務官長ヵ〔傳〕嘱託セン事情等ヲ總裁
一一傳申〆。暫ラクシテ「ノッチングヒル」之寓次二投ス。夜、
（景範）
總故〈打原鯉貫卜上野公使ノ招飲二赴ク。夜雨。
の○口〔す【のロ「
八月一二日朝満耐、午後止。・土曜日。・午後四時ソースヶン
のご日・ロ
（保）
シングトン博物館一一至ル。・夜、南領事ノ招飲一一赴ク。・巴里前
矛・側
田事務商長〔ノ〕（ヨリ）電信末ル。
午前、打原氏ト同行。三井養之助ヲ訪上、又、公使館二至り上
（金蔵二等雷記官）
野公使・鈴木書記官等一一面シ、歸途逐一一長崎省吾君ノ旅寓二至
り、少時談話シテ去ル。午後四時、總裁一一陪シ石原・長崎二氏
卜共二「ソ１スヶンシングトと博物館二至ル。此館〈最モ剛
洲二名アリ一丁古器物其他類集ノ品物肌ル多ク、館中物品ノ排置
一訂
胤
甚タ轆理セリ。〔巴皿府中未タ此館ノ加キ〔蕊〕壯宏整理セシ
モノアルヲ見ス。此鮒〈千八百五十一年大博覧會ノ時収入シダ
・
・
・
↓
訂
ル盆金ヲ以一プ蛾礎ヲ起セシニ係ル〕（抑モ此館〔〈〕（ノ臘鯛へ
訂
千八百一二十八年二〔在り〕（シテ）、今〈距ルコト四十一一年前
肖〔年〕ニ在り。然しトモ常時間ヨリ槻ル可キコト無シ・）千八
百五十一年、龍敦二於テ萬國大博噛會ノ時一一方リテ、英國製品
ト外國製品ト其形状ノ巧拙等ヲ比較シ、瓶メテ英品ノ外品一一及
ハサルヲ知り、大――英人ノ感憤スル所トナリ、途一一此館ヲ設ク
ルー至り、其壯宏整理セルコト巴里府中米タ此ノ館ノ加キヲ見
削
サルナリ。此館、建築ノ費用〈〔千八百五十〕議事院より其半
七
○
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■ 額ヲ補助シ、千八百五十一年博覧會削宿訓餘ヲ以テ其畔額ヲ補
へり）。其趣意（技藝學術ヲ進捗セシムルニ在リテ、〔適〕該
補（堂）ノ良教師ヲ置キ、技術學校ヲ設ヶ、公ケノ試鹸ヲ爲シ以
テ褒賞ヲ領與シ、或〈美術ノ品アレハ之レヲ買上ヶ、又〈とし
削
訂
ヲ展覧二供シ、或〈〔美術〕技藝文庫ヲ〔設クル〕（立ツル）
等ノ方法ヲ設ヶ、一一一進捗ヲ謀ラサルコト無シ。其費ス所、一
間
ケ年凡ソ一一一十薗礎トス。此費用〈皆剛廊ヨリ支給ス。〔館中〕
、
現今館中二〔附属〕保管スルモノ四ツァリ。第一ヲ技術校ト
ス。製圖・杣書等之科ヲ教１。第二ヲ技術文庫トス。試萬五千
巻ノ書ヲ貯へ、又、製圖・彫刻・痢眞等ノ採集品ヲ倣う。第三
ロマー、胃シ『〔
。
Ｏ
ｏ
削
ヲアップライドアートト〔□〕ス。中古及上近世ノ技工品二萬
胤
佃ト今占有名ノ両製品等ヲ集ム。第四ヲ〔彩□〕圖薑室トス。
慨スルーー本館〔□〕結構ノ壯麗ナルト其貴重スベキ償直ト共一一
削
全世界中最美ノート穂ス可シ。〔館中〕物心地面ノ廣サハ几ソ一
補
萬四千五百坪、其償〈三十萬圓餘ナリ。我輩（周ネク）館内ノ
ー訂
訂
上下各室ヲ〔蝿覧〕〔順〕（巡覧）シ、凡ソニ少時ヲ費ヤス。
訂
訂
訂
東洋ノ〔物〕（器物）〔古今ノ別無ク〕（モ亦能ク）採集〔甚
タ至しり〕（シテ甚夕至しり）。其品物二應シーナ年代ノ匠分ヲ立
テ以テバ今ノ沿革ヲ知ルー一便ナラシム。午後六時、場ヲ出ッ。
削プリンス宅『旨８シ］すの１
（萢伍紗葱『Ｆ１ク錐園ノ）ノ側ヲ過ク。〔故親王〕アルベルト殿
ママ
（紀）
下ノ起念碑ヲ見ル。殿下へ今ノ英國女帝陛下ノ婿親王ニシテ千
「谷謹一郎と巴型万国博覧会」（岩壁）
削
一訂
八百六十一年一一莞セラル。〔莞後〕此起念碑〔ヲ連シ〕（〈）
肖〔其費用〈〕十一一萬膀ノ費用ヲ以テ英國民ノ雌ツル者二係ル。
肖
商サ百七十五フヒート、中央二殿下ノ巨像〔ヲ〕アリ。高サ十
五フヒート、土円銅一一鍍金シタルモノ光彩ｕヲ奪う。石〈多ク大
削
理灯ヲ川１．四方二〔古代〕百六十九ノ人物ヲ彫刻シ、古代ノ
訂
彫刻術ヲ〔見〕（一派）ス９壯麗美観、槻ル者ヲシテ日カラ故親
王殿下ノ遺徳ヲ想像セシム。歸寓後七時一一至り、南領事ノ州キ
ー一雌シテ至ル。日本洲班ヲ食う。食事中長崎省吾氏來リ、前川
氏ヨリ電報ヲ得。其報一一清輝艦長井上中佐一週間巴里一一滞留、
訂
供聞烟化ヲ術ス。總裁ノ歸巴〔ヲ伺う〕（如何）一云々ノー息ナリ。
補
於川匹、總蛾〈明（後）五日歸巴ノ珈一一決ス。食後談話。一少時
帥寓。夜、又簡咄アリ。
八月四日塗、巾。・日僻。・午後、總裁（「ドクトル、ドレ
削
ツセル」氏、及上「コロネルクー。フ氏ヲ劫フ。〔余ト〕石原・
撞崎及上余ト呰随行ス。「ドクトル、トレッセル氏〈曾テ我國
一一火淋シ、内地ヲモ巡川シ、粗事情二通シタル人ナリ。件、甚
肖
向
我剛ノ技術ヲ好ム。彫刻ノ膿裁、〔書〕彩畳〔□〕ノ模様等尤
削
削
モ意ヲ注セリ。我國淵留中〔多ク〕〔古器物ヲ〕購求シタル
肖
訂ママ
〔モ多ク〕古器物多ク、〔全室〕（毎室）二装飾シテ観テ目ヵ
片
ラ楽ミ、Ⅱシ〔來容〕以テ來客二誇ル。居宅〈高燥之地ヲ占
一師
訂
メ、梢壯観ヲナス。〔櫻家〕（民延テ）層櫻二登〔し（〕（ル）。
七
一
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龍動府中ノ大半ヲ下鰍シープ眺望極メテ潤ナリ。槙一一〈我國ノ花
階艸木等模様物ノ雛形ヲ集メ、氏力識究ノ薑室トス。總裁戯レ
ニ氏二言フテ曰ク、此層槙二登リテ絶勝ノ景ヲ眺望シ、絶美ノ
模本一一對シ絶倫ノ才能ヲ以一ナ技術ヲ講究セハ、他日我國ノ技量
モ亦芙ヲ龍敦府中一一揃一一スルヲ得サル可シ。鳴呼、此櫻ャ。足
し我國技術ノ仇敵ト調う可キナリト。氏モ亦之レヲ間キ大二絶
倒そ茶菓ノ供アリ。少時間談話シテ餅シ去ル。更二路ヲ征ヶ
宛弓の『目ロ四目のの
「テームス」河ヲ渡り、コロ、ネル、クープ氏ノ家ヲ訪フ。氏〈
削削 現今非職ニシテ常二家一一在り。齢、几ソ六十左右。〔甚タ〕航訂削
削
訂
ル健ナリ。〔姉人〕妻〔氏アリ〕（氏モ）亦復同齢、〔夫変杵〕
共一一大ニ日本癖アリテ談話中常二耳ヲ傾ケテ我國ノ事情ヲ聞
削
（
３
）
Ⅲ
ク。〔偶清輝艦來著シテ〕數日前、清輝艦來著ノ時〈〔主トシ
テ〕首トシープ見物二赴キ、艦長ノ厚意ヲ以テ周ク艦内ヲ縦覧
削
シ、〔一価ノ外□〕艦中一箇ノ外國人ヲ使用セサルヲ槻テ大一一
訂
削
日本ノ進歩〔ヲ〕（二）感歎セリト〔噺〕ロヲ極メープ賞譽セ
リ。此家〈極メテ古築一一〔係ル〕（シテ）古城郭ノ鶴アリ。家ニ
ハ又古器物ヲ貯フ。就中、支那製品最モ多シ。足し〈往年北京
削〔攻入□□〕へ進入セシトキ分柵セシモノニ係ル。金。銀・珠
肖
補
肖
削
賓〔□〕、支那皇帝（力）宮殿中玩〔□〕弄ノ御物〔□〕ナリ
シ〔モノ〕ト思ハル、モノ多シ。庭中一一〈盛ン一一百種ノ艸木ヲ
削
栽柚シ、〔□□〕四時花ヲ断タス。凡ソ一週間一一一回客ヲ延
訂
削
訂
〔ヒテ〕（キ）、小筵ヲ開キ、飲〔□〕食間話、〔夫婦共一一〕
法
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七二
訂
（以テ）餘年ヲ樂〔ミトス〕（ムトー云う）。地〈「テームス」
訂
削
補
河二臨〔ミ〕（ム）。〔魔褒大ノ〕面稲（甚）大ナラスト雛トモ、
削
補
削
悶中〔四ヶ〕屈曲路ヲ通シ、（亦）一道遙二適〔シ〕、或〈河流
一一舟ヲ浮へ釣魚ノ梁ヲモ爲ス可シ・且シ市中ノ雑沓ヲ避ヶ、清
幽聞話、亦一小樂地ナリ。暫一フクシテ群シ去ル。又、路ヲ輔シ
テ「掬率、噛旧〃」松洲二至ル。巨大ノ洲室アリ。道遙數刻、
競昏、寓二齢ル。夜長崎ヲ州キ會食ス。
※
欄
外
書
込
み
団ｏｐＳｍｐ①
月
此日、シーポルト」氏巴里府二歸ル途、「ブ〔ロ〕１ロン」
仲巾場一一於テ机待ツノ約ヲナシテ別ル。
八月五Ⅱ崎。。Ⅱ朏日。午前、鈴木詳記而來リ別ヲ總裁一一告
ママ
削
ケ、十時〔嵩ヲ出一プ「チャーリングクロース」停車場一一至ル〕
剛
公使館ヨリ胴中一州ヲ〔□〕脳リ來ル。總裁以下同乘シ、「チ
削
ヤーリングクロース」停車場二至ル。〔長崎外數名送り至ル〕迭
司○一戸の〔○口の
ル者〈長崎外數名ナリ。十時四十分發中ス。午後一時「フォク
尚
胤
ストン」〔トン〕停叩場二箸ス。英海峡ノ北岸ニ在り。此〔□〕
目己のＢ『ローロ》
腿ニテ滝小ヲ下り演船二就ク。船ヲ「タィドトレィン」ト云
う。他船一一比スレ（旱シ・船岸ヲ發ス。海波頗ル平穏、午食ヲ
ママ
因。□］。、ロの
船中二取ル。皆、牛・豚肉ノ冷物ナリ。午後一二時左右「プーロ
ン」港一一箸ス。之レョリ佛國ノ領トナル。停車場一一入ル。「シ
ーポルト」氏迎へ侍ッ。即チ共一一同車ス。午後八時一一十分巴肥
府二署。前田・加藤・平山・兼松。坪内等來迎フ。八時三十五
分寓所一一蹄ル。
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日滞在日記（内耳義・和蘭ノ部）
八月十一日崎、些。日腋。。平起、家書ヲ認〆平山氏一一委鵬
削
ス・〔午後七時、初メ總裁ノ龍動二左ルャ「ドレッセル」氏ヲ東
ママ、、。［一四コＱ
道トナシ蘇格蘭二赴カントスルノ約アリシモ、巴里府ヨリ電報ノ
故ヲ以テ事遂一一処タサス。速――歸巴シ、去五日ヲｕテ歸巴シ、直
一一煙花技ノ〕
因の肩冒日
午後七時總政二随行、ｎ耳義二赴ク。「シーポルト」氏モ随行ス。
削
削
一二人皆〔車〕輕装シ、〔事務局〕寓所ヲ出テ「ガールジュノルド」
（武）（４）
二至ル。途ル者〈一別田・加藤・遠竹・兼松・遠野・坪内。伊達・
訂
村松等之諸氏ナリ。八時十五分發車ス。〔暫ラクシテ〕（既二）
夜二入ル。車中、他客無シ◎一一一人一水ヲ專ハラン、頗ル寛淵ヲ覺
尚
フ・〔初メテ駐車場ニテ演耶二入ル券ヲ買う時、別二若干ノ金ヲ
畷□□□典Ｃ夜半頃アミアン駐屯場二達ス。十數分時間仲叩
ス。乃ツチ下ツテ駐屯場一一入り、少シク飲食ス。
八月十二日曇、午後雨。月曜。・黎明睡起、車窓ヲ椎シテ望
ム・四方杵曠野ニシテ多ク牛馬ヲ牧養ス。緋地甚夕稀ナリ。午前
ｇ
ｏ
扇
補
四時「モンス」駐車場二箸。（實一一）佛白雨國ノ境界ナリ。御ラ
ク巾ヲ下り駐巾場二入ル。例此虚ニープ旅客ノ荷物ヲ検査ス。然し
トモ余灘ノ荷物〈呰「粁雨唱感ル」伯韻臓ニープ検査スト側キ、小憩
喫茶シテ又車一一上ル。第五時四十分前後「ブロッセル」一一箸ス。
「シーポルト」氏直二騨長一一ｍシ、総裁以下荷物検査ノ事二枕キ
削
謀ル所アリ。逢二又楡セス。大抵、外國ノ貴紳〔へ〕ナレハ蚊〈身
「谷諏一郎と巴里万国博覧会」（岩壁）
肖
分〔二〕ソ記シクル名刺ヲ以テ騨長二示ス時（、必シモ検査ヲナ
（テヲヤヮ。）
サメ・汎ンヤロ耳國ノ加キ關税ノ党ナルーー於テャ。駐中場ノ前二
於テ直一一胴中ヲ買上、王宮前ノ旅合一一投ス。「ホテル、ド、ベル
尚
ビュウ」ト云う。府下〔第〕優等ノ窓企Ｈナリ。各一室ヲ占ム。茶
英ヲ喫シ、特抑ラク川一一枕ク。昨夜車中ニテ安眠ヲ得サレヘナ
削
削
削
り・十時後〔來装〕總我〔以下〕ト市中二散歩ス。〔十二時〕街
削
衛ノ道路太タ魔力ラスト雛トモ、亦能ク雛頓セリ。〔欄街〕道路
ノ狹陥ナル〈、人ノ往来二、或〈雑杏ヲ柧〆不都合ナルヵ加シト
雛トモ、商寳上一一取りテハ甚夕便利ナルモノナリ。巴型府中ノ加
肖
削
キハ道路頗ル魔キー〔□〕過キ、来往ノ人〈皆〔散歩〕｛日カラ散
削
歩ノ蝋勉《ヲ僻上、物品ノ購求等ニハ、カラ不〔ｎ‐田ナル〕便ナル
ノ勢アリ。牧銀座通改正ノ道路美〈則チ美ナレトモ、梢巴困府中
補
卜〔峰爪況〕槻ソ川フシ、随ツテ商質輩（ノ）不便ヲ旧フルモノ紗
間
ナカラスト側ケリ。、フロッセル」府中ノ道路モ〔車馬〕人ト中脳
トハ共通路ヲ珠一一シ、中央ヲ車馬ノ道トシ、両側ヲ人道トス。人
道〈中央コリ筒キコト凡ソニ、三寸アリ。呰畳ムニ布ヲｕテス。
削〔とレヲ慨スルニ〕中央・両側トモ惣シテ我力四間乃至五間ノ廣
尚
サニ過キス。〔乗合馬叩アリ、縦横二往來ス。路二鐵條〕中央路
一一鐵條アリ・乗合馬巾其上ヲ往來ス・又、犬車アリ認テ）蔬菜等
削
ノ、〈川口叩ヲ迦搬ス。順巾ノ髄裁く甚タ良シ・〔此府〈高燥ノ〕土
地〈小丘一一シテ高燥ナリ。府ノ周園（環ラスニ大道ヲ以テス。之
七
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
三
十
七
号
国○巳のぐ囚『ロ
ー訂
レヲ「ブールペール」ト稀ス。府一一上下ノ別アリ。猶大坂〔東京
ノ〕（一一テ）上町・下町アルヵ如ク、東京一一テ山ノ手・下町ノ楠
ア
ル
カ
如
シ
・
上
部
ノ
画
一
一
〈
緒
紳
・
貴
族
・
富
豪
ノ
人
多
ク
住
ス
。
下
肖
削
部ニハ中等以下多シトス。府下、寺院〔頗ル多シ〕〔□〕各所二
訂
在リテ侍多クハ蘆教ヲ率ス。〔此府〕（白國）中最モ有名ナルハ
ー囚、の
「レース」ノ製造ト小銃・短銃ノ製作トナリ。其他諸製逝物、亦三ｎ Ｊ
甚タ鴨ナリ。産物ニハ鍼・石炭等最モ多シ。鐵ノ産出大ナル〔力
爲メ〕（一一因り）、近時英國ニテ外國ノ爲メ鐵道線ノ製蹴大一一減
少セント云う。市中ノ物償〈願ル廉ナリ。巴里府一一比スレ（二割
訂
乃至一二割〔（〕（ノ）相違アリ。随ツテ人情目カラ純朴ノ風ヲ仔
補（△印にて欄外に犯す）
セリ。（市店中、往々我カー風子・閣扇等ノ雑小口叩ヲ阪費スルヲ見
ル。）午時過キ某ノ割烹店一一枕キ干磧ヲ取ル。喰後、蹄寓ス。總
栽ノ爲メ書ヲ作り、鮫島公使一一寄ス。公使〈現今暑ヲ避ケテ、
削
訂
〔曼〕日耳曼國某捌泉場一一在り。又、竃〔報〕（信）ヲ巴収府一一
送り安著ノ事ヲ報ス。晩喰前一一王宮ノ正而公園地内一一道遥ス。磧
後再上市中一一散歩ス。
八
月
十
三
日
曇
。
火
膿
日
。
・
午
前
、
總
裁
〈
「
シ
ー
ポ
ル
ト
」
ヲ
随
へ外務大柵癬ハロン・ド・ランベルモン氏ヲ訪上、小時間談話ヲナ
シ、午後同氏ノ案内ヲ受ヶ議院一一赴キ、暫時議事ヲ傍聴ス。側、
（５）
我國ヘ在駐ノ公使タリシ某氏二面會アリ。既ニシテ議院ヲ去り、
削
剛立銀行二至り、又「レース製造場等〔二至ル〕ヲ一覧ス。此
シロくの『⑪（少貝ョ、『己⑰Ｐシロ［三ｍ『ご）
日、外務大伽ノ斡旋一一依り「アンベルス」諦有名ノ城郭縦覧ノ鯛
〆雌軍街ヨリノ添書ヲ得クリ。且シ製銃・製鐵等各場縦覧ノ爲
肖
訂
メ、外務〔打〕・除車両調ヨリ各場長ヘノ添書ヲモ併セ得夕〔し
○（リ）。巴型前田氏ヨリ書壯來ル。東京ヨリノ来信ヲ封入セ
リ。之レカ答書ヲ脇〆、併セテ家書ヲ作り巴型一一郵途ス。夜、市
補
中ヲ散歩ス。本日（午後）、總裁ト鳩叩ニテ市中周園ノ大道ヲ巡
姻セリ。
一訂
八月十四日階、大風。水鵬日。・午〔後〕（時）、総裁二階
シ剛立銀行一一至ル。竹長不在ノ故ヲ以テ直二締寓シ、午強一一就
補
訂
ク。仙々一商客マン氏來リ（テ）總裁ヲ訪フ。〔此人〕（氏）（＃
坐川田氏ト能ク相識ル。曾テ總裁ト巴里府二相遇う。喰後加會〔七
訂
リ〕・談、Ⅱ本米輸出ノ事二及フ。〔此人〕（氏）〈常二日本質
幼ノ事二注意シ、直接通商ノ説ヲ立ッ。現一一「アンベルス」府二
住居ス。此日一小時間談話シテ去ル。去ルーー臨ミ總裁一一告ケテ曰
ク、鮭レョリ「アンベルス」二蹄リ、肌日閣下ノ來著ヲ駐車場一一
削
迎フ可シト。午後二時半、〔灯上〕総裁ト再上國立銀行ヲ訪フ。
楠
支配人柴・某雨名相迎へ、（先シ）延テ客室二入り、夫レョリ銀
削
行ノ渚部ヲ案内シ、金脈・帳簿課・紙幣製造〔□〕室等ノ各所ヲ
縦覧セシメ一々説明アリ。銀行ノ建築極メテ美大ナリ。小丘ノ半
腹一一在り。金附く日カラ土中二築キ堅牢ナリ。其壯大ナルハ佛ノ
国囚。◎この。①「『山口、の
削
国
四
口
六
○
｛
向
口
困
宮
口
。
「パンク・ド・フランス、英ノ「〔□〕パンク・ヲフ・イングラ
ンド」一一擬ラスト云う。資本金〈敵千五百萬佛ニシテ、管》業〈外
國爲替券、及上内國爲替券等ヲ買入ル、ナリ。其創立〈千八百五
七
四
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十年ニ在り。其以前（白耳義國中數個ノ銀行アリシモ、常時、外
務卿某ノ發意ヲ以テ數銀行ヲ合併シ、新タ一一一大銀行トナシク
リ。而シテ外國一一支店ヲ置カス、但各地豪富之者、或〈銀行ノ間
ＣＯ『『の⑰つｏｐＱのロ、の
一一於テコルレスポンデンス」ノ訂約ヲ結へり。故二費用極メテ小
少ナリト云う。午後四時、辞シ去ル。此日、銀行首長〈旅行中ノ
川ニテ不在ナリ。夜、鮫島公使・前田事務官長等へ医書ス。
八
月
十
五
日
崎
。
・
午
前
九
時
十
五
分
「
ブ
ロ
ッ
セ
ル
」
府
ヲ
稜
三
十時三十分「アンヘル府二箸ス。府商マン氏、隅車壹輔ヲ共シ来
迎スルコト約ノ卯シ・乃チ四人同乗シテ直二有宅ノ城郭一一入り、
「コロネル某――遡上、陸軍卿ノ添書ヲ示シｕテ城郭縦覧ノ事ヲ水
ム。偶、本日〈府中ノ祭日一一懲り休暇二層セリ。然しトモ來訪ラ
ママ
空うぃルモ囚ヨリ本意二有ストテ、殊二士官一人ヲシテ樹導セン
筒
ム。先シ進ンテ郭門二入ル。砦螂〈呰霞ムニ碑石ヲ以テ〔セリ。
但前〕三束二建築セリ。但、前、ノ一重〈築クニ砂士ヲｕテス。
削
其背後ノモノモ上部二〈皆〔覆〕沙士ヲ以一プ之レヲ覆う。砦外〈
削〔環ラスニ〕満嘘ヲ環ラス。火薬叩・銃砲庫・電信順・庇〈士詰所
補
等、新（一一）築逝ノ老アリ。現今、貯フル所ノ火薬〈几ソ百閾
「
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
平
時
ニ
ハ
常
二
三
月
ノ
栂
食
ヲ
貯
フ
。
砲
蔓
二
上
り
訂〔四方ヲ眺望ス〕（テ）、平野十數岨ニ亙り能ク敵軍ヲ四方ニ制ス
ー訂
ルー一足ル。砲廓一帯、府ノー二面ヲ環ル。一面〈河水ヲ帯〔フ〕
削
削
（上）自然〔ノ〕防敵ノ要トナル。Ⅲシ、〔此〕河畔近傍ノ地〈
多ク卑渥ナリ。故一一戦時一一〈河水ヲ決シ、城郭ノ溝堀及上郭外ノ
「谷謹一郎と巳型万国博覧会」（岩壁）
郊原二概流シ、敵ノ進入ヲ妨ク。又、府ヲ雛レテ五稜ノ砲郭八所
一一散布そ全体二就キ談スルトキハ、砲郭ノ位地・禮裁等巴里府
削
補
二防佛クリ。〔實二〕橋シテ天下無隻ノ名城ト云う（モ）、敢テ
梛言一一アラサルヲ知ルナリ。八所ノ五稜郭、廣狹・膿裁共二甚シ
削
キ異同無シ・其一所二就キ縦賛セシニ、築造〔シ〕ノ堅牢、經管
削
削
ノ巧災、賞一一驚歎セリ。川園ノ方面〔ノ〕一一〈溝嘘ヲ鑿チ〔經ッ。
訂
凡ソ〕、帆〈几ソ一二、四十間、深〔□大〕（サ（）丈餘二及フ。
削〔一剛〕砲豊川園ノ長サへ凡ソ十數町二瓦ル。中央二別二高馴ヲ
粟ク。典壯、松茸ノ如シ・大砲數門ヲ倣う。辻し〈外郭ノ敵手一一
陥りダル時ノ防禦一一傭フルナリ。砲臺中ノ空地一一〈多ク菜園ヲ設
ケ、ｕテ兵卒ノ食用一一供ス。士官ノ住宅アリ。濫獄アリ。弾藥ノ
倉廊等冗全至ラサル所ナシ。又、陸軍二属スル鐵道隊アリテ常一一
演小趨憾ノ事ヲ操練ス。既二縦覧シ了リ、士官二伴ハレー室一一入
ル。兵士力飲用ノ焼酎ト麥酒トヲ飲マシム。性、甚夕烈多ク飲ム
マ
マ
肖
可カラス。哲ラクシ郭ヲ出ッ。郭外二土坑丘〈力〔探練ノ爲〆築キ
月
一打
ダル憂場〕賞地演習ノ場所ヲ一覧〔□〕ス。四〔面〕（カニ）捲立
テ亀場ヲ簗キクルモノァリ。其大ナルモノハ商サ丈餘二及上、小
ママ
ナルモノハ他カニ葡伏身ヲ億スニ足うい。或（又、小堀ヲ穿チ、
肖
削
〔横〕縦横二柵ヲ作り、柵二鐵線ヲ纒上騎丘〈ノ侵襲ヲ妨クニ〔充〕
傭う等、甚夕習執ツテ其法亦甚タ密ナルヲ覺フ。
削
午後二時一別、各砲臺ノ縦覧全ク了ル。東道ノ士官某ト別し〔午
磧〕某店二午磧ス。磧後、相場所一一至ル。相場所ノ建築〈古代ゴ
七
五
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シック」ノ法ヲ用１。往年、祝融一一樅リヘ今又、古法一一擦り建築
ｈ
故
ノ
加
シ
・
中
央
二
敷
畝
ノ
庭
ヲ
設
ヶ
、
〔
前
後
及
上
〕
人
ノ
往
來
通
過
ス
削
ルヲ許ルス。四方ノ廻廊ヲ厘分シテ諸口印ノ相場局ヲ設ク。〔設ヶ
○
國
債
證
券
・
銀
行
株
券
・
羅
紗
・
薪
・
引
請
會
社
株
券
・
砂
糖
・
爲
替
相
場
・
米
穀
熱
・
而
汕
・
木
綿
・
梁
油
・
諸
飲
料
等
ノ
類
、
各
其
部
頻
ヲ
定
ム。廊上〈商法會議所一一テ、又分ツテ數局トス。
固くの『三四ｍの。三目の⑦
削
ｉ
ムース河畔二一大港アリ。〔常二〕一一一千乃至四千ノ外國商船〔ト〕
一訂
（常一一）滞泊ス。此港ノ盛ナルハ宇内ノ第三等一一位ス。〔足ニョリ
先キ〕（初メ）「アンベルス」ノ和蘭一一属セシャ第一等ノ港ナリシ
ン
ョ
の
厨
ａ
四
日
モ
、
凋
立
以
来
頓
二
衰
頽
二
順
キ
タ
ル
ハ
、
和
蘭
一
一
於
テ
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
月
ム
」
ノ
〔
州
〕
港
ヲ
州
キ
タ
ル
ノ
影
響
二
出
テ
シ
ナ
リ
。
爾
来
、
口
耳
義
二
削
テ艦二鐵道ヲ築キ、府税ヲ薄フシ勉メーァ運輸ノ便ヲ開キ、〔町上〕
今二至リテハ其繁盛殆ント故一一復セリト云う。
又
、
動
物
園
一
一
至
ル
。
獅
子
・
虎
・
豹
等
ノ
猛
獣
、
其
他
奇
禽
怪
獣
顔
ル
多
訂
シ
・
〔
殊
二
観
テ
驚
最
モ
見
ル
可
キ
モ
ノ
□
□
鐵
柵
〕
（
又
）
、
一
巨
室
ァ
削
訂
リ
。
前
面
二
鐵
柵
ヲ
設
ヶ
、
〔
其
〕
他
〈
碑
而
ヲ
以
テ
簗
〔
セ
〕
（
ク
）
。
内
訂
訂
二巨蛇十數尾〔ヲ放チ〕（及上兎・鳩各）數十〔ノ鳩及上兎ト又此〈
訂
削・・・↓
内
二
〕
（
羽
ヲ
）
放
養
〔
シ
〕
（
セ
ル
モ
ノ
ァ
リ
）
。
〔
蛇
ノ
飢
ヘ
テ
食
ヲ
求
一訂
補
ムルャ直二鳩或〈兎トヲ補へ〔テ〕（目カラ）食。蛇ノ大サ（呰）
↑
…
几
ソ
丈
餘
ナ
リ
〕
鳩
ト
兎
ト
ハ
皆
蛇
ノ
飢
食
ト
ナ
ス
。
蛇
ノ
飢
へ
テ
食
ヲ
求
削
削
ムルャ〔日カラ〕直二目カラ柵一プ食う。又、〔公園〕某ノ公剛ヲ
過ク。陸軍ノ奏樂アリ。遊客、梢多シ・黄昏マン氏ト再上某店一一
法
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晩残ヲ取り、残後別ヲ告ヶ、夜十時十五分汽小「アンベルスヲ發》
尚
Ｆ』の曲①や
訂
シ、〔夜半〕二時「リイス」一一箸〔ス〕（シ）「ホテル・ド・ス
ゥイス」一一投宿ス。訂
削
八月十六日〔前雨後晴〕（忽雨忽晴）。。〔午一別六時〕暁起水叫
ママ
（漱）
嗽
二
辿
ア
ラ
ス
。
駐
屯
場
一
一
至
り
八
時
前
ノ
發
巾
二
就
キ
、
八
時
廿
五
分
の①Ｈ囚｝□ぬや
「
セ
ァ
ン
」
村
二
軒
ス
。
此
地
ニ
ハ
有
名
ノ
製
織
場
ア
リ
。
先
キ
ー
「
ブ
ロ
ッ
セ
ル
」
一
一
於
テ
外
務
卿
ノ
書
面
ヲ
受
ヶ
、
豫
シ
メ
其
事
ヲ
該
場
一
一
電
報
訂〔
セ
リ
。
価
テ
〕
（
シ
）
置
キ
タ
レ
（
、
「
セ
ァ
ン
」
駐
車
場
二
箸
セ
シ
ト
削
キハ、機械カサドァン氏〔ナル迎〕脂叩ヲ具シープ来迎セリ。乃チ
削
胤
〔
總
我
〕
同
乘
シ
テ
製
鐵
場
二
至
ル
。
現
時
、
頭
取
〔
不
在
〕
旅
行
中
、
不
在
ナ
リ
。
「
サ
ド
ァ
ン
、
ク
ラ
ブ
」
ノ
雨
氏
導
ヒ
テ
機
械
場
一
一
入
ル
。
此
製
削
造
所
ノ
魔
サ
方
一
皿
二
亙
ル
。
〔
鐵
〕
縦
横
二
鐵
路
ヲ
築
キ
以
テ
運
搬
ノ
便
肖
ヲ説ル。〔此地〈石炭ト鐵トヲ生ス。〕
鐵卜和灰ト杵共一一製造場中ヨリ生ス。故一一其便ャ大ナリ。石炭坑一
訂
〈典深サ五百三十メートル」〔アリ〕（ノ）地下ニ在り。日一一若干
削
尚
ノ人夫ヲ役シ〔人ノ上下〕採堀二従ハシム。〔氣〕蒸氣器械ヲ一一
補
ヶ
所
ヲ
据
へ
、
以
テ
人
ノ
上
下
ト
採
堀
セ
シ
石
炭
ト
（
ヲ
）
引
揚
ク
。
且
シ
削
此地へ「ムース」ノ河畔ニ在リテ、〔最モ〕又、水運二便ナリ。
此川〈「アルペルス」ヲ經テ和蘭ヲ過キ流レテ海一一入ル。製造場
中、諸機關ノ糒芙良巧賞一一人目ヲ驚力セリ。糒鐵所ニテ鐵ヲ糀錬
スルノ法最モ肝要ナレトモ、専門ノ人一一非サレハ其一班ヲモ窺上
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尚知ル能〈ス。某大概ヲ間ク〔□〕二、各國産出ノ砿鐵一一、一一一種ヲ
月
間
傭へ、各其量ヲ定メテ〔混和〕錆解混和セン〔メ〕ムルモノト云
補
削
へり。又、伸鐵所ニテ（（導くラ）鐵道用ノ線鐵ヲ〔大小〕製造
セリ・其大要〈１字形ノ棋形各大小一一、一一一種アリテ、最初一一鐡塊
ノ長サ凡ソ六尺、圓樫几ソ一一、一一一尺ナルモノヲ眞赤一一焼キ、之し
削
ヲ第一ノ模形二充テ、〔前ヨリ〕機械ノ運縛ニ依り一時ニ之レヲ
削
引キ延ハシ、夫レョリ第二第一一一ノ棋形二移シ、遂二〔線鐡ノ〕長
サ几ソ十聞稗ノ線鐡ヲ製シ得ルナリ。現今、西班牙及上濠洲諸閥
ノ注文ヲ引受ケ専くう線鐡ノ製造一一著手セリ。全禮此製鐵所〈阯
肖
界中最モ有名ノーニシテ、〔地形ノ便甚タ好ク〕運縛ノ便〈水陸
訂
ヲ兼有〔ス〕（シ）、Ⅱシ微モバ炭モ姥川場内二産出スルヵ故二製造
補
品ノ代償目カラ廉債二常ルトノー山、故二濠洲ノ加キ固ヨリ（其）
本國ダル英國一一注文ナスヘキモ梼此製鐵所二依頼スルナリ。
ママ
（鋼）
現今欧洲中鐵路ニハ杵綱鐵ノ線路ヲ用ユルノ説二歸シタリ。其費
用〈幾分力高買二常レトモ、其維持ノ長短一一於テ甚夕得盆トナル
ー、ナリ。
訂
午時、午喰ノ供ヲ受〔ヶ〕（ク）。食後、両上場中一一至り各部ヲ巡
一訂肖 覧ス。午後五時〔洲ク了〕了〈リタレトモ、未夕十分一一識ス能（
ス・乃ハチ「サドアン、クラブ」ノ両氏卜相別し「ムース」河畔
二至り、川演船二乘リ流二随ツープ下ル。六時過「リェス」一一韓
〔ス〕（シ）、直チニ歸瓜ス。
「谷謹一郎と巴型万国博覧会」（器壁）
八月十七日晴。・午前十時前、小銃製造所一一至ル。「コロネ
ル」某導ヒープ場中一一入り各部ヲ巡覧ス。小銃ノ製造高（一日几ソ
Ⅲ
一百挺ナリト云う。又亦盛大ヲ極メクリ。〔場中ニテ小銃竝拳銃
一打
ノ試打場アリ。此虚ニテ〕十二時前僻シ去〔ル〕（リ）、旅寓二蹄
し
○
ノ午後一時五十分ノ漁中二就キ、「リエス」ヲ發シ和蘭二向う。
途中過クル所廣漠ダル砂地多シ。和蘭領二入代最モ甚シ・砂地
因○六の［の一
目少菖ワロ『、
函『のＱ四
二住々松樹ヲ柚ユルヲ見ル。「ボキステル、チルビュルグ、プレ
内○房の己囚ョ
ｏのロ国四四ｍ
－ダ、ロッテルダム等ノ各所ヲ過キ、八時和蘭ノ首府ハギュ」一一
箸ス。「ベルビウ客舎一一投ス。
初メ和蘭領一一入ル。途中、平坦ノ地〈杵悉ク卑灘ナリ。魔女
補
ｈ
（二）牛・馬・羊ヲ牧畜〔ヲ見〕四スルモノァルヲ見ル。案スル
ニ、土地多クハ杵卑爆ニシテ耕作ノ川二適セス。故一一代ユルニ牧
養ヲｕテスルナラン。小・羊（蓋シ杵食用一一供シ、年を英國及上
共他外國一一輸出スルモノ純夕多クシテ、耕作上ノ所得ト比スレ〈
多キコトアルモ決シープ少ナキコト無シト剛ケリ。
一訂
肖
西洋諸〔剛〕（洲）、大率ネ皆〔節倹〕財二侭ニシテ業二勉ムト側
ケリ・殊二和蘭ノ風最モ節倹ヲ勉メ、人モ亦質朴ノ風ヲ存シ、目
カラ平穏ノ象アルヲ覺１。
一訂
夜、シーポルト氏〔□〕（ト）市街二散歩ス。
（八？。）
八月十五日附。・午一Ⅲシーボルト氏ト總裁一一随上、先シ議院
一一至り議事堂ヲ観ル。規棋慶大卜云フニ非サレトモ頗ル清粛、自
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カラ形ヲ改ムルノ勢アリ。議院ヲ出テ古昔牢獄ノ遺跡ヲ見ル。罪
一訂
削
人ノ頭ヲ断チ、及上罪人ヲ直立セシメ頭上〔□〕（二）〔□〕一
滴ノ水ヲ藩シ、千萬滴ノ後頭遂二頭脳ヲ滴破シテ死一一至ラシムル
補
等
ノ
虚
ヲ
見
ル
。
常
時
、
厭
洲
残
酷
ノ
刑
（
ア
リ
シ
コ
ト
）
想
う
可
シ
。
削
正
院
・
左
院
・
内
閣
等
呰
｜
〔
□
〕
所
二
在
り
。
又
、
電
信
局
・
内
務
省
モ
皆其側二在リテ、何レモ古昔ノ城郭ヲ修理シタルモノト間ケリ。
削
其
内
部
ノ
縦
覧
ヲ
得
サ
レ
ト
モ
、
外
部
〈
〔
整
頓
〕
皆
能
ク
整
頓
シ
タ
ル
ャ
削
ゥ
見
受
ケ
タ
リ
。
市
中
虚
々
二
溝
汕
ア
リ
。
汚
水
凝
滞
シ
流
レ
ス
。
〔
□
〕
水殆ン卜地ト齊シ・虚を一一又公園ノ設ケァリテ、鹿及上羊ヲ放チ
養
う
。
街
衝
ノ
両
側
一
ス
多
ク
樹
木
ヲ
紋
１
．
鐵
道
馬
車
亦
盛
ナ
リ
。
間
ク、鐵道馬車（亜米利加人ノ發明一一シテ、現今欧州各國皆其制一一
倣
上
、
首
府
〈
勿
論
小
郡
卜
雌
ト
モ
人
戸
梢
稠
密
ノ
虚
一
三
必
ス
此
設
ア
リ
肖
訂
テ以テ來往ノ人一一便ス。其賃銭〔極メテ廉ナリ〕〈〔毎都〕（各
補
虚）二於テ小異同アリト雌トモ、（大抵）五銭乃至六銭ノ定メナ
訂
補
リ。「ァ〔ル〕（ン）ベルス」府ノ實況ヲ間ク（一一）、鐵道馬屯
會社ヵ一ヶ年ノ所得へ几ソ六割二常ルト云う。是し亦各都府ノ繁
華二應シテ小異同アルヘシト雌トモ、其會社二利アッテ稠人一一便補
ナルャ各虞皆同シトー云う。初〆巴里府二於テ此設ケアルャ、（従
訂
來ノ）乘合馬車會社二於テ非常〔□〕（二）苦情ヲ胆へ、種を難題
訂
訂
ヶ聞布〔〈〕（コト）ノア〔ル〕（リ）タルモ、遂二馬車鐵道ヲ設ク
削
ルー常リテ〔豫〆〕豫想セシトハ大一一相違シ、乘合馬車ノ乘客一一
訂
〈決シテ〔差〕（多）少ノ差響ヲ生セス、雨會社共一一利盆ヲ占メ、
法
政
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闇
衆人〈爲〆二一一倍ノ便利ヲ得ダル婆ニテ先キー一苦情〔ノ〕ヲ咄ヘ
シヘ責一一餘計ナル心配トナリタルトカヤ。惣テ何事二依ラス、欧
一訂
洲ニテ古來ノ風習ヲ改メ新クニ業ヲ創ムルニ〈、穂々ノ〔障碍〕
（苦情）ヲ來タシ、容易一一實施スルハ難キナリ。況シテ我國一一於
テニ千年来ノ蕾習ヲ脱シ、諸事闘般新奇ノ燕ノミヲ施行スルノ今
訂
肖
日二在ツテ、往々頑愚ノ説ヲ咽〔ヘ〕（フル）〔〈誠二可〕モノ
ァル（其實慨ス可キモ、之レヲ欧洲人民力風俗・慣習ヲ愛換スル
筒
ノ頑恐ナルニ比スレハ廻カニ〔速力ナル所アリテ、又、却テ輕喋
ノ弊無キ能ハス〕慧敏カト思フノ感アレトモ、熟ラ々老フレハ、
補
肖
文學・政桁・藝術等ヲ除キ風俗（又〈）慣習〔等〕ヲ帆スク故》ム
ルハ、其弊輕喋一一流レテ言う可カラサル禍害ヲ招クノ恐レアリ。
闇
深ク恩ハサル可カラス。左〈云へ、〔鐵道□〕馬車鐵道ノ如キ之
削
一訂
レヲ今日我東一凪府下二設クル〔ノ如キ〕〈、〔最モ〕（又）有盆
肖
ノーニシテ決シテ猶豫ス可カラス。〔加シ此設ケアルニ脇マヘ、
尚
尚
又、必ス種々ノ〕其便利等今受二〔側〕贄辨セス。
尚
和蘭〈有名ノ卑潟地ニシテ、〔或〈海面ヨリ〕土地二寄リテハ或
胤
訂
〈梅川ヨリ低キ虚モァルー川。〔術府下モ亦〕地〔□〕（ノ）界灘
削
ナル円ヨリ健康二害アリ。殊一一溝汕ノ水、汚機流〔レス、空氣カ
サル等〕レス、大氣ノ腐敗賞一一刈フヘシ。去ルヵ故ニャ、和蘭一一
一訂
限リ毎戸一週間二〔二〕（｜）回乃至二回秘、必ス窓戸ノ硝子ヲ
削
削
一
訂
洗上磨クノ風習アリ〔□〕・室内ノ掃除モ之レニ準〔シ〕〔セリ〕
（シテ）能ク行キ届クト云へり。ｕ又、一般一一酒ヲ好ムノ風ア
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二
補
リ。到ル虚（ノ）椚店ニハ容常一一滴チ、樽中ノ酒モ亦空シヵラサ
ル
ャ
ウ
思
ハ
ル
。
洞
（
尋
常
ノ
麥
酒
等
ヨ
リ
焼
酎
等
氣
烈
ノ
モ
ノ
ヲ
多
ク
用
補
１．足し蓋シ空氣ノ悪キヵ爲メ（二）健康ヲ補フノ弊、遂二風習
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
補
又、烟草店甚夕多ク、且シ債モ甚タ廉ナリ。小兒ト錐トモ（亦）
呰吸烟ス。
午後一時歸寓。二時半二至り又出テ、公園一一至り陸軍樂隊ノ奏樂
＃
ヲ間キ、一一一時半歸寓シ、〔命シテ〕店主二命シ馬車一輪ヲ買上、
枠ロ①ご目ヨいのロ
三人同乗シテ「スヶーブニング」二赴ク。此地〈海岸ニ在り。府
訂
ト相距ル凡ソ一処〔アリ〕（半）。暑中海浴ノ虚トス。車道〈一直
線ニシテ樹林ノ間ヲ行ク。風最願ル住ナリ。「スヶーブニング」
削
一訂
削
〈〔｜小村〕海邊ノ小一村〔ナリ〕（藩）ニシテ、〔其風俗〕人矩Ⅱ古
一訂
來ノ〔風〕（俗）詞ヲ改メス、一種ノ風アリ。婦人ノ頭上ニハ兜形
ノ冠ヲ戴ク。皆、後ロョリ前一一當ツルノ製一一シテ、雨賓二叙ヲ箸
ク。冠ノ上ナルモノース金ヲ用上、下ナルモノヘ銀ヲ用１。一家
ノ産、悉クー婦人ノ頭上一一集マルト謂へキナリ。又奇ト謂フ可シ・
夏時、海水ノ浴客極メテ多シ・随ツテ茶店・旅店竝雑貨店等襯
術
（
②
印
に
て
欄
外
よ
り
）
訂
ル可キモノアリ。（又、銃Ⅱ樂場ノ設ケァリテ、〔前面〕（其周園）
一一〈數百個ノ椅子ヲ散置シ、聴客ノ用一一供ス。）海浴〈常二午前
尚
補
ニ在り。午後〔〈艀〕四、（五時）ノ頃ヨリ衆客皆海邊一一道遙
訂
シ、新鮮ノ空氣ヲ〔呼吸シ、或〈垂日樂ノ設ケァリ〕（吸上、微妙
「谷謹一郎と巴型万国博覧会」（岩壁）
大蔵大州松方正義公ノ博覧會羽務副總裁ノ任ヲ兼梢シ巴肌府一一
來リシャ本年三月ノ水二在り。爾後、百般ノ事糀微意ヲ注シ、耳
ヲ価ヶ、術二有名ノ士人ト交際シ、虚心平氣以テ其税ヲ叩キ、其
論ヲ探り、或〈多年公力實験セシ所ノ事由ヲ説キ、彼此相討論シ
ママ
（懐）
ｕ
テ
公
力
識
見
ヲ
隣
ク
シ
、
公
力
平
常
疑
塊
ノ
剛
紡
シ
テ
解
ケ
サ
ル
モ
ノ
糠
一訂
然存氷ノ加キ〔モノ〕（アル）、鵠シ鮮少ナラス。木曾開場中、
各國ノ出品一一枕キ注目殊二至しり。其腱産物ノ盛ナルモノァルヲ
児テ（常二慨然トシテ感鯛シ、覺ヘス盤ヲ放ツテ快卜呼フモノ數
回一一至しり。Ⅲシテ時アッテヘ則チ曰ク、外國何ソ濁り斯クノ加
ク嘘ニシテ何ソ我国農能ノ微々トシテ起ラサルャ。之レヲ見ル愈
々屡々ナレハ感ヲ起スコト愈大ナリト。其意ヲ國家勧農ノ急務一一
片
ノ立川聾ヲ間キ、以テ）快ヲ取り鰍ヲ祇哩ス。〔亦、｜個之レヲ〕亦、
楠
一個（（日然）ノ好養生地ナリ。此府ニシテ〔加シ〕此好養生地
削〔徴セハ、更時炎蒸ノ時二常ツーナ府民ノ□□采シテ如何ントャ〕
一訂
肖
訂
ア〔□〕（リ）。是し亦造化主〔□〕乗除〔ト其〕（ノ）妙庭卜
謂フヘキナリ。書、杵蹄寓。夜、又公園一一至り樂ヲ間ク。鞠者殊
一一多老
八
月
十
九
日
曇
。
四
仏
国
事
務
官
長
カ
ラ
ン
ッ
氏
略
歴
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用ユルノ親切ナル率ネ是ノ加キナリ。曇キー一余カ束京ヲ發シテ以
削
來
、
常
二
公
二
陪
随
セ
リ
。
故
二
〔
能
ク
〕
公
ノ
説
ク
所
ト
公
ノ
論
ス
ル
所
卜常二能ク耳底二充塞ぞ本年八月一一至り、本會開場既二年ハヲ
過キ、事務漸クーー調理セリ。於是乎、公將サニ欧洲各地巡行ノ事
ア
ラ
ン
ト
ス
。
余
力
不
敏
ナ
ル
公
能
ク
之
レ
ヲ
容
レ
テ
粟
テ
ス
。
又
随
行
ノ
命ヲ得タリ。同月十一日、軽装巴里府ヲ發シ、先シ白耳義一一至
り、和蘭ヲ過キ柵乙ヲ経、逐一一瑞西一一入り、九月廿五日、再上巴
里府二蹄ル。前後日ヲ経ル四十六日、各地巡行ノ間、工業ノ事業
〈論無ク、風土・民俗等帆察至ラサル所無シ・余力不敏ナルモ、
訂
公ヵ憂國ノ厚キー感セシモノ｜ニシテ足ラ〔ス〕（サルナリ）。近
頃、余一日公ノ側一一在り。公、突然トシテ余一一語ツテ曰ク、巴Ⅲ
補
府著以來殆ン卜周年ノ長キー及へり。而シテ（其）愉快ナルコト
末
夕
昨
日
ノ
加
キ
ァ
ラ
サ
リ
シ
ト
。
余
、
性
ン
テ
其
故
ヲ
問
う
。
公
ノ
曰
三・房『四口目
ク
、
足
下
モ
亦
彼
ノ
「
カ
ラ
ン
ッ
」
氏
ヲ
知
レ
リ
ャ
。
我
昨
日
川
氏
ヲ
訪
上、談鐵道ノ事二及ヒタリ。其説ク所、我ヵ言う所ト恰モ相符合
補
セリ（ト）。余、価テ其加水ヲ川カンコトヲ詐叩ヘリ。公ノ曰ク、
我ノ問う所云々、彼ノ答フル所云を。我レノ問うコト足ノ如クナ
レハ、彼レノ答フル乃チ足ノ如シ。之レヲ如何ンゾ愉快卜言〈サ
訂
ルヲ得ベヶンャト。余〔モ〕（、之レヲ間キ）亦掌ヲ柏ツテ毒、ン
テ曰ク、鐵道ノ事、公ノ最モ注意一〈ル所。既――此問アリ。又、此
ノ答アリ。豈二所謂道馳途説一一附スルニ忍ヒンャ。願クヘ其顛末
ヲ筆記セン。公ノ曰ク、好三足下暫ラク労セョト。余、乃チ鉛
法
政
史
学
第
三
十
七
号
筆ヲ懐一一探り、随ツテ間キ随ツテ筆ス。途一一左ノー篇ヲ成セリ。
月
篇成ル、通覧スルコト數回〔スルコト〕、大二其論ノ持重ニシテ
其挽ノ我國一一切ナル所以ヲ詐ヒラヵニセリ。公ノ愉快ト稲スル亦
冗へナル哉。鳴呼、鐵道ノ我國一一於テ急務ナル今日ノ如キアラサ
ル
ナ
リ
。
余
、
今
幸
一
一
此
事
ヲ
記
ル
セ
リ
。
他
日
染
シ
テ
我
幽
従
事
者
ノ
蓼
剛
ト
ナ
ル
ヲ
得
〈
、
公
ノ
稲
シ
テ
愉
快
ト
ナ
セ
シ
モ
ノ
必
ス
今
日
ヨ
リ
大
一
一
シ
テ
、
几
シ
甚
シ
キ
モ
ノ
ァ
ル
ニ
至
ラ
ン
。
蹴
二
亦
愉
快
ナ
ラ
ス
ャ
。
此
文
ヲ
結
フ
ー
ー
常
ツ
テ
附
ス
ル
ニ
「
カ
ラ
ン
ッ
」
氏
力
略
傳
ヲ
以
テ
ス
。
蓋
シ
同
氏
〈
佛
國
有
名
ノ
延
築
學
士
一
一
シ
テ
、
現
今
元
老
院
ノ
議
官
ト
ナ
リ
、
博
覧
會
事
務
官
長
ヲ
兼
任
セ
リ
ｐ
共
人
ト
ナ
リ
ャ
沈
毅
ニ
シ
テ
大
度
ア
リ
。
人
、
其
技
量
ヲ
窺
上
知
ル
能
（
ス
。
其
言
う
所
、
持
重
適
實
、
毫
モ
ママ
訂
疏＊ノコト無シ。讃ム者、左篇二純テ児〔□〕（ルコトァラ）〈、
決
シ
テ
我
言
ノ
認
フ
ル
二
非
ラ
サ
ル
ヲ
知
ル
ー
足
ラ
ン
。
略
傳
カランッ氏〈、千八百十七年一月十七日佛剛ジベー村一一生ル。
同。。］ので。ご［の、ロローロロの
長スルーー及ンテ巴皿府二川テ、先シ諸藝學校（認挿話『趾三ポリ一一一
両、。］のＱののＴロ｛⑪の〔○す四二冊の①の
入リテ修學セリ。千八百三十八年卒業ノ後脚上橋路學校二入り、
同四十一一一年ニニ等技師トナリ、六十四年一一〈進ンテー等技師長ト
ナル。退校ノ後、千八百七十七年ノー月一一至り再上橋路惣検査官
ノ職一一命セラル。抑モ同氏力徴道橘梁等責地建築ノ功、前後枚學
二退アラス。其最モ著名ナルモノハ、千八百七十年巴Ⅲ府重園ノ
八○
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愛
ア
ル
ニ
常
ツ
テ
選
マ
レ
テ
外
郭
防
禦
ノ
建
燥
ヲ
巷
セ
リ
。
同
年
十
二
月
二百『ロの
マルヌ河一一橋ヲ架シ、「ゼネラールｖジクロー」ノ丘〈ヲ渡タセシ
補
〈偏一一同氏ノ功一一是し依ル。其以往千八百六十七年（ノ）博覧會
場、及上本年ノ會一一於ケルモ其結構建築等共一一皆同氏力鵬理スル
所一一係ル。初〆同氏〈聖奴州ノ代議士トナリ、共和黛中一一介立シ
削〔テ〕能ク其地位ヲ保シテ動カス。凡ソ土木ノエ事二閥スル大議
ア
ル
ト
キ
ハ
、
必
ス
氏
ヲ
選
ン
テ
委
員
ト
ナ
セ
リ
。
代
議
士
ト
ナ
ル
コ
ト
几
ソ
五
年
、
千
八
百
七
十
五
年
軸
シ
テ
元
老
院
議
官
ト
ナ
レ
リ
。
是
レ
ョ
リ
先
一訂
キ
千
八
百
七
十
年
、
佛
國
政
府
、
氏
力
功
労
ノ
多
キ
ヲ
賞
シ
テ
動
〔
五
〕
（一一一）等二救シ、本年更一一動二等一一救セリト云う。
Ｐ。□一いし。Ｓ己ロの弓宮の『⑪
前大統領チエール氏ノ世一一在ルャ、氏ヲ學ケテエ部卿ト爲サン
ト欲シ、私カー一之レヲ氏一一謀ル。氏ノ曰ク、工部ノ事限リアリ。
一訂
不俵、敢テ屑シトセス。願クハ常二閣下ノ左右一一在〔ツテ〕（リ）
天下ノ大事ヲ議スルニ常ツテ大一一翼賛スルコトアラン卜欲セリ。
訂
補
然〔シテ〕（ルー）不俟ヲシテ燭リエ部ノ任ヲ員ハシム（ルハ）、
是し閣下ヵ不俟ヲ知ラスシテ不俟ヲ棄ツルトーナリ云々。其國家
補
ノ大事ヲ以テ向う任スル（ノ）厚キコト足ノ如シ。記シテ此一一至
ル
。
案
ヲ
柏
ツ
テ
絶
叫
ぞ
明治十一年十一月Ⅱ七日、巴Ⅲ府寓居一一識ルス。谷
誠
一
郎
「谷謹一郎と巴肌万国博覧会」（岩壁）
十
一
月
十
九
日
松
方
總
裁
、
前
田
事
務
愉
長
卜
共
二
議
官
兼
博
覧
會
事
務
而
長
カ
ラ
ン
ッ
氏
ノ
私
邸
ヲ
防
上
、
同
氏
卜
相
見
ル
。
総
裁
先
シ
左
ノ
意
ヲ
削
補（十一月）
述
へ
テ
曰
ク
、
〔
過
日
〈
〕
博
慨
會
モ
（
去
十
日
限
リ
ニ
テ
）
滞
り
無
ク
閉
一訂
會トナリ定メテ御安、。ノ事ナルベシ。閉場中〈限り無〔ク〕（キ）
御懇篤ノ情一耐ヲ仰キ、我幽ノ都合十分一一Ｈシク相運上、閉會後ノ
削
事
務
〔
モ
〕
最
早
夫
々
取
継
メ
、
玄
十
五
日
事
務
委
員
モ
既
當
府
ヲ
出
立
セ
リ
。
価
テ
不
取
肯
御
挨
拶
ト
シ
テ
罷
リ
出
ク
リ
。
何
卒
諸
負
へ
〈
貴
君
ヨ
リ
然
ル
可
キ
ャ
ゥ
御
通
達
被
下
度
云
々
。
訂
カランッ氏日ク、厚意目パサニ秤一爪ス云々・奴手、承ハルニ〔此
度〕（眞臭ノ頃）貴君一一〈厭洲各地御巡行アリシ趣、就テ（右御
巡
回
中
各
地
ニ
テ
貿
易
ノ
銑
況
、
工
業
・
膿
事
ノ
有
様
等
定
メ
テ
御
目
撃
ノ
鮒
「
コトナルベシ。今日ノ如（ク）｜各地共共艦大ノ有様二至りシ原
ｌ
訂
巾
へ
、
肥
シ
テ
何
物
ニ
シ
テ
何
ノ
鮎
（
ニ
在
）
リ
シ
ト
御
注
目
〔
ア
リ
〕
（ナサレ）シヤ。
總裁日ク、右巡回モ代ムノ日數ナレ〈確乎ト御返事致シ難シ◎
併
弍
右
巡
回
中
最
モ
感
鯛
シ
テ
至
要
至
緊
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
〆
、
各
地
盛
大
ノ原由ナルベシト想像セシモノ一事一ノリ。他一一非ス。即チ、鐵道
四
カ
ラ
ン
ッ
氏
日
本
鉄
道
施
設
論
〉｛ＨＨｗｂ●●ＧＩＩウマ
〔明治十一年十一月十九日及廿六日、松方總裁ト議官カーフンッ
ー訂
（〒－００●●●
氏ト鐵道建築ノ説一一付〔應〕（問）答ノ大略〕八
一
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訂
是〔リ〕（し）ナリ。斯ク相心像セン所以亦他二非ス。熟々各國諸
製
造
場
ノ
起
源
、
貿
易
ノ
朧
ナ
リ
シ
時
期
、
農
業
ノ
開
ケ
タ
ル
年
月
ト
ヲ
考
訂
へ
併
セ
テ
、
鐵
道
創
築
ノ
年
數
ト
ヲ
〔
緯
〕
（
守
）
タ
ル
ト
キ
ハ
各
地
ト
モ
一訂
今
日
ノ
如
ク
貿
易
・
工
業
・
膿
事
ノ
膿
ナ
ル
〔
モ
〕
（
ャ
）
皆
鐵
道
開
設
以
一訂
後ノ事ニコソァレ。足し一一篠〔ナハ〕（リテ）運輸ノ便起ラサレ
ハ
農
工
ノ
業
決
シ
テ
盛
大
ナ
ラ
サ
ル
ノ
理
由
ヲ
知
し
り
。
就
テ
ハ
我
日
本
國
ノ
如
キ
海
運
ノ
便
ナ
ル
ハ
岡
有
ノ
事
卜
雛
ト
モ
、
内
地
一
一
工
農
ノ
事
業
ヲ
池
コシ盛大ナラシムルーー〈、大二陸路ノ便ヲ開キ鐵道ヲ設クルー加
カサルノ所以ヲ實鹸セリ。
彼
日
、
至
極
御
尤
ノ
御
目
込
ミ
ナ
リ
。
賞
一
一
欧
洲
卜
雛
ト
モ
現
今
ノ
加
ク
ー訂
農
工
商
事
ノ
盛
ン
ナ
ル
ハ
勿
論
、
百
事
ノ
進
捗
セ
シ
〔
〈
〕
（
モ
）
呰
鐵
道
開設以來ノ事――係しり。我佛蘭斯國一一於テハ盆十分ノ盛大ヲ謀リ
テ
自
今
二
十
ヶ
年
ノ
聞
く
盛
ン
二
鐵
道
ノ
建
築
一
一
替
手
シ
、
運
輸
ノ
便
ヲ
蒜
ク
サ
ン
ト
決
セ
リ
。
今
、
資
打
ノ
普
月
セ
ラ
レ
シ
所
、
誠
一
一
緊
要
ノ
事
ト
脳
考
ス
。
抑
モ
運
輸
ノ
便
〈
水
陸
相
待
ツ
テ
開
ラ
ヵ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
然
し
ト
モ
補
今〔日本画ノ〕地圖（上）一一擦り日本剛ノ鳥メニ考察スルニ、几
ソ
日
本
國
ノ
河
一
川
〈
並
モ
ー
ー
瀧
川
ナ
ル
ャ
ニ
思
ハ
ル
。
因
テ
其
便
〈
水
車
ヲ
設
ク
ニ
在
リ
テ
、
幽
テ
運
輸
ノ
便
ヲ
謀
リ
テ
著
手
ス
ル
〈
恐
ラ
ク
無
盆
一
一
属
ス
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
尤
モ
川
脈
ノ
便
不
便
一
一
寄
リ
テ
ハ
運
輸
ノ
コ
ト
ニ
著
手
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
〈
勿
論
ナ
レ
ト
モ
、
只
不
便
ノ
場
所
ヲ
掴
テ
ス
ル
ハ
悪
シ
訂
肖
訂
〔
□
〕
（
キ
ナ
リ
）
。
足
し
迄
〔
御
〕
懇
篤
〔
ノ
〕
（
二
）
御
接
遇
ア
リ
シ
コトナレ〈、微力ナガラ右鐵道ノ事一一付柳力鄙見ノ廉申述フベ
法
政
史
学
第
三
十
七
号
補
カ
ラ
ン
ッ
氏
日
本
地
間
ヲ
披
キ
テ
同
ク
、
此
地
圃
ヲ
展
閲
ス
ル
（
コ
ト
）
數
回
。
篤
卜
地
形
ヲ
案
シ
熟
按
ス
ル
ニ
、
海
邊
ノ
地
方
〈
囚
ヨ
リ
海
運
ノ
便
アレハ急速一一鐡道ノ著手ヲ要セス。山風〈日カラ物産モ多ク、随
テ
最
モ
運
輪
ノ
便
ヲ
要
ス
ベ
シ
。
故
一
一
先
シ
全
國
ノ
中
部
二
就
キ
著
手
ス
ベ
シ。第一、東京ヨリ武州上川ヲ賀ヌキ信州ヲ経テ近江ノ湖水一一沿
上大坂迄ノ線路ヲ速力一一スベシ。次キハ、信州ヨリ新潟マテ、新
シ・先シ鐵道建築ノ第一要点〈線路ノ測量ヲ精微ニナシテ其事ヲ
速定スル一一在り。線路定マラサレハ後二至リテ甚シキ差支ヲ生ス
訂
補
ル
コ
ト
〔
ア
リ
〕
（
多
シ
）
。
故
二
今
、
日
本
（
全
）
國
ノ
地
圖
ヲ
借
覧
シ
一訂
補
軌へ老ノ上篤卜見込ノ廉申述へ〔シ〕（ン）。併シ、口〈（地圖二依リ
テハ）大艦ノ事ノミ。鯖細ノ事〈貸地二就キ熟按スルーー非サレハ
血
モ
能
ハ
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
尚
總
裁
、
ク
、
誠
二
幸
ヒ
ノ
至
り
〔
ナ
リ
〕
・
地
圖
へ
明
朝
御
迭
附
致
ス
ヘ
シ。彼
ｎ
、
地
圖
熟
覧
ノ
上
椰
見
申
述
へ
度
二
付
テ
ハ
、
次
週
火
曜
日
午
前
第
十
時
ヨ
リ
御
来
臨
王
ル
ベ
シ
。
右
一
一
テ
十
九
日
ノ
應
桜
〈
了
く
り
、
來
火
川
日
仰
會
ノ
事
ヲ
約
シ
テ
總
肖
蚊
〈
餅
シ
去
一
フ
ル
。
期
二
及
上
〔
總
裁
〈
〕
門
上
同
氏
ヲ
訪
上
左
ノ
應
接
一一一がⅡ〔ヲナセリ〕（アリ）。画二十一口刈廿六日ナリ。遠野寅亮、之
レ
ヵ
通
辨
ト
ナ
ル
。
八
一
一
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訂
肖
潟ョ〔テ〕（リ）〔東〕青森二接績スベシ。尤モ東京ヨリ奥州ヲ
經
テ
青
森
一
一
逹
ス
ル
モ
可
ナ
リ
ト
ス
。
是
レ
ハ
實
際
ノ
便
不
便
ヲ
考
へ
テ
設
クヘキナリ。兎二両二日本ノ地形〈竪二長クシテ横一一狹シ。故一一
補
一訂
訂
全
剛
ノ
中
心
ヲ
貫
通
ス
ル
（
一
一
（
）
堅
〔
ノ
〕
（
二
一
道
）
線
〔
路
〈
二
條削
（訓渉）丈ケニシープ〕（ヲ設クレハ）可ナルベシ。且シ線路ヲ〔設
補
（
付
菱
に
て
欄
外
）
ク
ル
ハ
〕
通
ス
ル
ニ
ハ
成
丈
ヶ
河
水
ヲ
避
ク
ベ
シ
。
河
水
（
ア
レ
ハ
必
ス
橘
…
↓
梁
無
キ
ヲ
得
ス
。
橋
梁
ヲ
築
ク
ニ
ハ
多
費
ヲ
要
ス
。
加
之
、
腱
を
破
壊
シ
修
繕
ス
ル
ノ
憂
ヒ
ァ
リ
。
故
一
一
大
坂
迄
ノ
線
路
〈
必
ス
前
説
ノ
如
ク
ナ
ス
ベ
シ。地形ト云上、山脈ノ模様一一就キテ考フルモ最モ適営ノコトト
↑
…
田心ハル）ｏ
ｎ
補
ｈ
總
裁
日
〔
ク
〕
、
（
至
概
）
御
尤
ノ
〔
貴
〕
説
ナ
リ
。
愚
按
ニ
テ
モ
我
剛
ノ地形（東西一一長キ故、必ス中心一一一直線路ヲ貫通スルノ見込ミ
訂
ナ
リ
。
全
鵠
海
邊
ノ
地
方
〈
血
且
挽
ノ
卯
ク
画
ヨ
リ
海
運
ノ
便
ア
リ
〔
。
Ⅱ
シ〕Ｔ雌トモ、今）萬剛卜交通ノ事ナレハ、將來萬一外側卜戦争
補
訂
削
ノ
事
起
ル
時
〈
（
四
方
ノ
）
海
〔
邊
ノ
〕
（
面
（
）
〔
地
方
（
〕
識
ク
職
地
ト
見
倣
サ
、
ル
ヲ
得
ス
。
臆
テ
内
地
人
民
ノ
爲
〆
運
輸
ノ
便
ヲ
失
う
〈
勿
論
ノ
コ
ト
、
兵
隊
運
送
ノ
便
甚
夕
不
都
合
ナ
ル
ベ
シ
。
価
テ
中
心
ノ
線
路
〈
濁
り大坂迄一一限ラス、中國〈勿論、西〈九州東（青森迄断然設ケサ
ルヲ得ス。其他縦横ノ支線〈漸次開設スベキノ見込ミナリ。要ス
補
補
ル（一一）中央ノ本線（先シ）備両スルトキハ、支線〈自カラ人
民ノ志願一一依リテ速カニ替手ノコトニ至ルベキカ、斯ク由‐ス時（
「谷諫一郎と巴肥万国博覧会」（岩壁）
補
補
訂
更一一會計上等ノ事（等）ヲ〈含テ（不）問〔ハス〕（一一附シ）、
急
遼
倉
卒
ノ
論
ナ
ル
カ
加
シ
ト
雛
ト
モ
、
決
シ
テ
然
ラ
ス
。
貴
説
ノ
如
ク
削〔
先
〕
大
事
ヲ
超
ス
ニ
ハ
必
ス
豫
シ
メ
其
目
途
ヲ
定
ム
ベ
シ
。
先
シ
第
一
ニ
ハ線路ノ推測ヲナシ、第二ニハ鐡路ノ憲法ヲ定〆、第一一一一一へ政府
ノ保護法ヲ設ヶ、以豫シメ人氏一一告一派スルコト至要ノ覗卜魁へ
り。貸説如何。
彼Ｈ、川ヨリ然リ。
訂
（△印にて欄外）…↓
尚
〔
總
裁
日
、
鐵
路
ノ
建
築
〈
〕
（
總
成
日
、
前
論
ノ
如
ク
〔
先
シ
〕
中
央
月
ノ大線路〈武州上川信州〔□〕、ルチ中山道二依リテ替手云々、
貿挽共サーー領セリ。我剛ニテモ既二此挑アリ。又、一説一一へ東京
訂
胤
竹
ヨ
リ
〔
酸
〕
（
相
）
州
〔
ヲ
過
キ
〕
駿
州
〔
ヲ
經
〕
、
乃
チ
東
海
道
ヲ
貫
通
シ
テ
大
坂
マ
テ
達
ス
ベ
シ
ト
ノ
論
ア
リ
テ
、
雨
説
匠
々
是
非
判
シ
難
シ
・
後
棚一一枕キ斑意如何御思慮ナサルャ。
削
彼Ⅱク、〔一，一ブス、汗ラス。〕後批、甚夕瓦シヵラスト恩ヘル。
削
削
論う其脱ヲ由，シ述へン。〔如シ〕火海世二〔大線路依り〕沿上大
線路ヲ設クルモ、無事平和ノ時一一在ツテハ甚シキ差支〈有ルマ
月
シ。去り乍ラ、萬一外國〔力〕戦争ノ事起ルトキハ、忽チーーーロフ可
尚
カラサルノ蝸害ヲ受クベシ。海〔邊〕岸最近ノ線路ニハ敵船ノ弾
訂
丸必ス達スベ〔シ〕（キヵ）故二、之レカ爲〆別二保護ノ丘〈ヲ設
尚
ケサルヲ得ス。〔一別説ノ勝〕中山道二依レ〈決シテ是ノ如キ蝸害
訂
ノ
憂
上
無
シ
・
Ⅱ
シ
地
圖
上
一
一
依
〔
リ
テ
〕
（
し
〈
）
日
本
全
國
ノ
地
形
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肖〔ヲ察スルニ〕山脈ノ位置等、中山道ヲ最要ノ線路トス。同ヨリ
肖
實地二就〔思〕考按スルニ非サレハ確一一一一口ナシ難シト雛トモ、地圖
補ママ
訂
ニテ全髄ヲ論スレヘ右愚見モ（全ク）其當ヲ〔得〕（失上）ダル
訂
訂
モノ〔ト〕（ニァラスト）信〔セリ〕（スルナリ）。尤モ東海道
削
ノ線路トテモ、先シ中央ノ大線路備成ノ後ニハ必〔□〕ス著手ス
ベキハ勿論ナリ。今言う所〈、吾大線路ヲ東海道卜定〆、第一一一
著手スルハ甚タ豆シヵーフスト申ス趣意ニテ侯ナリ。爲念由‐上ク。
削
訂
總裁日、〔勿論ノ事。〕血几意分明〔ナリ〕（一一領解セリ）。郁説
↑
…
鐵道ノ建築〈全艦）政府一一於テスルト人民一一於テスルト其便杏如
何。彼日、内地人民一一テ會吐ヲ結上著手ノモノァル時〈此上モ無キ
コトナリ。兎角、政府一一テ廸築スルトキハ、工事Ⅶ略一一陥ルカ、
或（華美二流レテ徒ラニ多費ヲ要スルノ弊アリテ大一一經濟ナラサ
ルモノナリ。故一一鐡道ノ憲法ヲサヘ善ク定メタル以上〈、人民ノ
手一一任セテナスモ政府ノ手一一於テスルモ敢テ不便不利ノ事アル無
シ・其憲法〈政府ニテ豫シメ善ク議定シ、速――公布シ置クベキコ
ト肝要ナリ。左モ無キ時〈、將來一一至り甚シキ凶難ノ事ヲ生ス
月
補
訂
〔ルナリ〕・尤モ地方二寄り（テハ）鐵道ノ設ヶ無キ能〈〔スト〕
訂
（サル）緊要ノ場所柄〔ニテ〕（アリト）雌トモ、人民二於テ利
スル所無ク若手セサル等ノ場所アル時〈、政府ニテ其利術ノ有無
一一拘ヘラス勉メテ著手セサルヲ得ス。右申述フル所〈政府ト内地
訂
人民トノ場合二就テ論セシナレトモ、決シテ外國人〔ノ手二委
法
政
史
学
第
三
十
七
号
ネ〕（一一免許ヲ輿ヘ）其資本ヲ用ヒテ建築ノ事ヲナサシム可カラ
ス。此義二付テハ、先年中現二佛蘭斯國ニテ英人一一委ネ大ナル損
審ヲ州キタルコトァリ。コレ〈拙者力現二承知セシ事故一一呉々モ
訂
削
御忠告〔申上ル〕（致ス）〔ナリ〕。賢二共節佛國ニテ弊車ロヲ招キ
訂
補
訂
訂
ダル〔ァ〕（〈）限り（モ）無〔シ〕（キコト〔ナリ〕（ニテ）
一ノリシ）。殊二萬一外剛ト戦争ノ時ナドーー至リテハ、是ノ加キ鐡
一訂
路アル〔モ〕（〈）卸テ無キー勝サル秘ノ大雪アリ。深ク戒シム
ベキコトナリ。別ケテ日本國二於テ氷ク凋立ノ國權ヲ維持スルノ
事項中最モ緊要ノー大融ナルベシ。
彼又日、前説ノ如ク日本國鐵路処築ノコトーー付、他一一又一要件
訂
アリ。ソ〈東西中心ノ大線路へ必肢初ヨリ〔四〕（二）線（尹繊）
一訂
ヲ皿スベシ。其他ノ支線〈〔二〕（一）線（訓瀝）・ナルモ妨ケス。
一訂
几シ支線〈成丈ヶ中心線二接績スベキナリ。都一プ〔線ト線トノ聞補
ノ〕（鐵路〈）大ナルョリモ噸ロ小ナル方大一一入我ヲ減ス。（柵
（△印にて欄外）
一訂
リ足レノミナラス、路ノ屈仙・一両低ｎ〔川〕（在）ニシテ、建築
上頗ル便宜ナリ。）佛國ニテモ目今線路〈成丈ヶ小サキモノヲ用
訂
補
ユベシトノ議論〔□〕（アリテ）洲（其議一一）一決シタレトモ、
補
一訂
拙者二於テヘ濁り（其議ヲ瓶ミ）動議ヲ發シテ〔同意セサリシ。
補
其課〈〕（日ク）、佛國ノ鐵路へ薑來ノモノ皆（識ク）大ナリ。
削〔故一一〕今虹二小線路ヲ設クル時〈大一一不便ヲ生スルノミナラ
マ
マ
削
訂
ス、佛國〔〈〕同ヨリ海〔二遠シ。故一一〕（運ノ便二乏シク）、内
一訂
訂
地ヨリ巨大ノ物涜ヲ運送スル甚久不便〔ナリ〕（ナラスャ）。〔秀
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一訂
止ムヲ得ス〕（故一一織丁ロ）蕾來ノ線路ト同様ナルモノヲ用上〔サ
（欄外）
ル
ヲ
得
ス
ト
ノ
説
ヲ
咄
ヘ
タ
レ
〈
、
遂
二
其
鋤
二
決
定
セ
リ
〕
（
テ
全
國
何
…
↓
一訂
軌トナサ、ルベヵラス。是し勢ノ止ムヲ得サル所ニシテ、〔將來〕
（永ク）便利ヲ將來一一謀ルモノト調フベシ云々・於是前議遂二破
訂
↑
…
補
（
欄
外
）
…
↓
し、更二愚〔意〕（見）ノ加ク議定セリ）。（佛國一一於テスラ猶小
訂
削
線路ノ利益タルーー箸ｎ日シテ〔改正ノ〕（□□）議起ル程ナ〔□□〕
削
削
レトモ、賞際二不便ナ〔し〈□□〕ルヵ故二、不得止〔前論〕動
↑
…
訂
議ヲ起セシナリ。）然しトモ日本圃〔ノ爲メ〕（一一〈米夕十分）ニ
補（欄外）
補
謀ルー（繊路ノ設ケア（ルニァ）ラス。且シ）海辿ノ便アルャ佛
補
國
ノ
如
キ
不
便
二
（
モ
）
非
ス
。
故
一
一
巨
大
ノ
物
資
へ
告
海
運
二
依
レ
（
決
補
シテ差支ユルコト無カルベシ。（小線路最モ適常セリ。）且シ鐵路
補（
及
上
）
停
止
場
等
ノ
建
築
〈
成
丈
ヶ
質
素
ニ
シ
テ
虚
飾
二
焔
ル
ベ
カ
ラ
ー訂
ス。現二賦洲中瑞西・那威其外皆小線ノ鐵路ヲ用〔上〕（１）ル
コ
ト
ニ
至
レ
ト
モ
、
敢
テ
不
便
ノ
コ
ト
無
ク
、
不
都
合
ノ
コ
ト
モ
無
シ
・
価
テ線路〈勿論、列車ト雌トモ勉メテ實際ノ便否ヲ考へ虚飾ス可カ
ラス。足し賞一一日本ノ爲〆最モ緊要ノ事ト愚考セリ。且又、汽車
補
ノ快走ヲ要スルヘ（甚夕）悪シ・快走ヲ要スレ〈必ス費用多シ・
殊二日本剛一一於テハ必シモ快走ヲ要セサルノ剛柄ナレハ、Ⅲセテ
御忠告申上ルナリ。其他詳細ノ見込（昨今事務多繁ノ際十分一一考
補
マ
マ
補
究シ能ヘス。価テ猶熟考ノ上、他日今（一度）御面會（ヲ燕、上、
肖
甘（）ノ時〔二譲ル〕。
「
谷
瀧
一
郎
と
巴
型
万
国
博
覧
会
」
（
岩
壁
）
補
右》ｌツテ雑話アリ。御ラク（シテ）僻シ去ラル。總裁歸寓後、
谷瀧一郎鞭記ス。
總
我
日
貨
論
篤
ト
感
侃
セ
リ
。
拙
者
滞
留
中
今
一
度
〈
是
非
共
御
面
會
致シ、洋細ノ商説ヲ仰クベシ。猶、御熟考ノ事、所望一一堪へス云
台。
'-,
,1/註
谷
の
日
記
に
登
場
す
る
日
本
人
の
多
く
は
仏
国
博
覧
会
事
務
局
関
係
肴
で
あ
る
。
Ⅲ
事
務
局
員
と
し
て
渡
仏
し
た
の
は
、
事
務
副
総
裁
兼
堺
務
向
長
松
力
正
義
（
大
蔵
大
輔
兼
勧
農
局
長
）
、
事
務
官
前
田
正
名
（
内
務
省
御
用
掛
）
、
同
石
原
豊
貫
（
内
務
一
等
属
）
、
川
久
保
弘
道
（
内
務
省
御
用
掛
）
、
事
務
取
扱
平
山
成
信
（
外
務
一等脅記化）、Ⅲ谷謎一郎（大蔵三等属）、同諏訪秀一一一郎
（
陸
軍
打
十
二
等
川
仕
）
、
同
成
島
謙
吉
（
内
務
六
等
属
）
、
同
三田佶（内務省御用掛）、同河原徳立（同）、同大橋靖
（
、
）
、
、
兼
松
直
稠
（
同
）
の
以
上
一
二
名
。
こ
れ
に
在
仏
公
使
館
員
の
内
か
ら
、
博
覧
会
御
用
掛
鮫
島
尚
信
（
特
命
全
権
公
使）、羽務取扱鈴木貫一（二等書記官）、同河上房申（一
等
調
記
生
）
ら
が
兼
務
、
そ
れ
に
新
任
公
使
と
し
て
鮫
島
が
赴
任
す
る
ま
で
臨
時
代
理
公
使
を
勤
め
て
い
た
中
野
健
明
（
一
等
書
記
官
）
は
辮
務
局
先
発
の
前
田
・
大
橋
両
名
の
。
く
り
到
着
ま
で
日
本
側
代
表
を
兼
ね
た
。
ま
た
通
弁
と
し
て
留
学
生
遠
野
寅
亮
が
臨
時
雇
用
さ
れ
て
い
る
’
事
務
局
員
以
外
で
は
、
文
部
省
か
ら
出
品
監
督
と
教
育
調
査
を
目
的
に
文
部
大
書
記
官
兼
太
政
官
大
書
記
官
九
鬼
隆
一
と
文
部
省
一
等
属
手
島
精
一
が
、
海
軍
省
か
ら
は
「
坤
覧
会
御
用
」
と
し
て
遠
武
秀
行
海
軍
中
佐
が
渡
仏
し
て
い
る
。
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￣こ
の
ほ
か
民
間
人
と
し
て
渡
仏
し
日
記
に
も
一
部
登
場
す
る
の
は三井物産関係者である。一一一井物産はべり支店設立や万
陣
Ⅲ
品
物
の
輸
送
な
ど
の
た
め
渡
仏
者
も
多
く
、
明
治
一
○
年
一
○
月
事
務
局
先
発
の
前
田
・
大
橋
両
人
と
共
に
渡
仏
し
た
横
浜
支
店
支
配
人
坪
内
安
久
を
は
じ
め
、
浅
田
逸
次
、
川
中
幸
次
郎
、
清
水
勝
兵
衛
、
伊
達
忠
七
、
益
田
英
作
、
三
井
養
之
助
ら
が
渡
航
し
て
い
る
。
（
仏
国
博
覧
会
事
務
局
編
『
明
治
十
一
年
仏
蘭
西
巴
型
府
万
国
大
博
覧
会
報
告
書
』
第
二
編
明
十
二
一
頁
’
五
頁
、
外
務
省
記
録
『
海
外
行
免
状
表
』
第
二
、
第
三
巻
釧
汁
醜
加
②
Ｉ
ｍ１ｍ１①、）
な
お
仏
国
渡
航
者
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
明
治
一
一
年
．
く
り
万
国
博
覧
会
と
日
本
の
参
同
』
を
参
照
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
先
鞭
缶
人
文
科
学
第
一
二
号
、
昭
六
○
）
。
（
２
）
松
力
、
前
川
、
鮫
島
三
名
の
事
務
局
に
お
け
る
職
名
に
つ
い
て
仏
脚
側
筑
務
局
副
総
裁
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
総
裁
大
久
保
利
通
は
「
川
者
限
り
間
届
」
け
る
と
の
条
件
で
、
仏
国
に
お
い
て
松
力
は
「
総
裁
」
、
前
田
は
「
事
務
官
長
」
、
鮫
島
は
「
総
裁
心
得
」
の
名
義
を
以
て
事
務
取
扱
を
行
う
よ
う
命
じ
た
と
し
て
い
る
。
（
「
仏
川
博
覧
会
副
総
裁
其
他
名
唱
之
儀
に
付
上
申
」
明
治
一
一
年
二
月
二
六日『公文録』ロシー］Ｃｌ⑥圏巴・言⑥口呂４へ、回ｕ
４
蝋
叩
８
日
）
（
３
）
清
岬
艦
の
英
国
来
航
に
つ
い
て
は
以
下
の
史
料
が
そ
の
間
の
獅
情
を物語っている。（国立公文書館蔵『明治十一年清輝艦
報
告
ｓ
清
航
第
三
十
八
号
ポ
ー
ト
モ
ー
ス
以
来
航
海
御
届
去
月
六
日
英
国
「
ポ
ー
ト
モ
ー
ス
」
港
着
艦
之
上
同
所
艦
隊
司
令長官海軍大将フォンショウ氏之保薦一一依り本艦ヲ造
船所「ゼラー」一一繋泊仕拙官義〈直一一倫敦公使館へ出
法
政
史
学
第
三
十
七
号
（付記）
本脇の作成にあたり、桃裕行先生、安岡昭男教授に御教示御協
力を得たので、木尾ながらここに感謝の意を表したい。
問
又
士
官
等
モ
交
代
諸
要
所
見
物
為
致
居
候
処
向
後
交
際
上
之
一
都
合
宜
敷
義
有
之
一
一
付
是
非
本
艦
ヲ
「
テ
ー
ム
ス
」
河
上
二
進
（上野景範）
（七月）
航
可
致
旨
公
使
ヨ
リ
依
頼
有
之
候
二
付
同
十
六
日
ポ
ー
ト
モ
ー
ス
出
艦
同
十
八
日
「
テ
ー
ム
ス
」
河
「
グ
リ
イ
ン
〈
イ
ス
」
着
艦
投
錨
仕
其
後
同
廿
六
日
別
紙
御
届
書
之
通
り
艦
内
一
一
於
テ
諸
緒紳饗応仕候上同三十日同所抜錨同一一一十一日仏国「セ
ル
プ
ー
ル
」
着
艦
仕
候
於
当
港
士
官
等
夫
を
交
代
博
覧
会
等
見
』
物為致且鮫島公使松方大蔵大輔等之保薦一一従上水兵之
内
行
状
服
シ
キ
者
ノ
ミ
拾
四
五
名
相
撰
博
覧
会
等
見
物
為
仕
候
当
港
碇
泊
中
〈
当
国
「
ア
ド
ミ
ラ
ル
」
或
〈
在
留
英
国
領
事
ヨ
リ
懇
偏
之
取
扱
ヲ
清
ヶ
諸
辮
都
合
宜
敷
且
艦
内
一
統
無
事
今
十
二日午後地中海へⅢヶ当港川艦可仕積り一一御座候条此
殿
御
届
仕
侯
也
仏
国
セ
ル
ブ
ー
ル
清
輝
艦
長井
上
海
軍
中
佐
十
一
年
八
月
十
二
日
東
海
鎮
守
府
司
令
長
向
伊
東
海
軍
少
将
（
４
）
遠
竹
は
（
１
）
で
述
べ
た
海
軍
中
佐
遠
武
秀
行
の
こ
と
と
思
わ
れ
る。
（５）某氏とは○・」の○円。。【の（明治六年一一月着任）のこと？
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